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はじめに 

 

沖縄国際大学(以下本学という)においては、「沖縄国際大学自己点検・評価委員会規程」（以下

「自己点検評価規程」という）にもとづき、本学設立の理念・目的に沿って教育水準の向上に努

め、教育・研究活動の活性化を図るとともに、その社会的責務を果たしていくため、教育・研究

活動全般について、不断の自己点検・評価を適正かつ円滑に実施することが定められている。 

 平成 29 年度においては、本学の教育・研究活動全般の状況を把握するための項目の中から、

自己点検・評価委員会において確認された、① 3 つのポリシーに関わる教育改革・改善の現状

と課題についての進捗状況および、② 図書館の現状と課題についての自己点検評価を行った。 

①については、平成28年度自己点検・評価において行った「3つのポリシーに関わる教育改革・

改善の現状と課題について」の進捗状況についての点検評価である。本学「自己点検評価規程」

第８条別表で示される、１．教育活動関係のうち（１）大学院、大学、学部、学科の教育目標（２）

教育目標とカリキュラム編成（方針、状況など）（３）入学者選抜に横断的に関わるものであり、

各学部・学科、大学院において「これまでの実績」「現在取り組んでいる課題」「今後予定してい

る事柄」を明らかにするとともに、その取り組むべき課題等の改善に関わる「進捗状況」につい

ての自己点検評価を行った。 

②については、本学「自己点検評価規程」８条別表で示される、６．管理運営関係（６）図書

館関係に関わる事項である。本学においては、平成１９年に行った自己点検評価において「本学

図書館の現状と課題」として報告書を作成しているが、１０年の時の経過とともに、現在の教育

機関の施設としての機能、役割の点検評価をあらためて行ったものである。 

 これらの２点は、本学の自己点検・評価委員会において平成２９年度の自己点検評価の対象と

することが審議された後、前津委員長より、①については、前年度の点検評価にもとづく改善及

び報告書の提出が依頼され、②については、平成３０年度に行われる認証評価での本学「独自基

準」の項目として図書館を中心として検討・評価がなされた。 

各学部、各研究科による依頼事項に対する点検評価に関わる報告、「独自基準」に関わる成文に

ついては、自己点検評価委員会において審議され、承認された。 
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１．学部学科における進捗状況 

 

本学の各学部・学科において本年度は、平成２８年度に報告された「３つのポリシー」の改善

に関わり、３つのポリシー達成に向けた「これまでの実績」「現在取り組んでいる課題」「今後予

定している事柄を明確にし、その取り組むべき課題等の改善についての進捗状況について点検評

価をおこなった。 

① アドミッション・ポリシー関連 

各学部、学科ともアドミッション・ポリシーを明確にし、これに基づいた入学者選抜ができる

よう、本学のオープンキャンパス、入試説明会等においてはこれを周知するよう積極的に努める

とともに、AO 入試等の面談試験においては、受験生がポリシーを理解し、またそれに適合して

いるかについての十分な判断がおこなえるような検討がおこなわれている。 

② カリキュラム・ポリシー関連 

各学部、学科ともカリキュラム・ポリシーにそった学士課程教育を実践するために、多彩の専

門科目講義を配置するとともに、段階的に学修が進むようなプログラムを配置し、改善を図りつ

つ学生の理解度を高める工夫がおこなわれている。また、講義科目だけではなく、ゼミナール等

の少人数クラスでは、細やかな指導をおこなうとともに、更なる、実践力、コミュニケーション

力を育成できるよう改善検討が進められている。 

③ ディプロマ・ポリシー関連 

各学部、学科ともディプロマ・ポリシーを明確に学生に周知するとともに、これに従った学位

授与がおこなわれている。また、講義体系やゼミナール等での指導をとおして、ポリシーにそっ

た学位授与ができるよう意識された取り組みがおこなわれている。 

以上のような進捗状況から、本学の各学部、学科においては、３つのポリシー達成に向けて、

これまでの実績に加えて、さらに昨年度の成果を踏まえた改善がおこなわれていることがいえる。 

また、各学部学科においては、今後の３つのポリシー達成に向けての取り組みが示されており、

点検評価に基づくより有用なポリシーの実質化がすすめられることとなる。 
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法
学

部
　

法
律

学
科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー

本
学

科
で

は
、

入
学

者
に

対
し

て
、

高
校

卒
業

程
度

の
基

礎
的

学
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

に
加

え
て

、
特

に
以

下
の

点
に

つ
い

て
十

分
な

適
性

と
意

欲
を

持
っ

て
い

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 1
．

 社
会

の
動

き
に

広
く
関

心
を

持
っ

て
い

る
人

物
。

 2
．

 物
事

を
柔

軟
か

つ
論

理
的

に
考

え
、

そ
れ

を
的

確
に

表
現

で
き

る
人

物
。

 3
．

 高
い

志
と

正
義

感
、

忍
耐

力
を

有
す

る
人

物
。

◆
A

O
・
推

薦
入

試
に

お
け

る
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

入
学

者
選

抜
の

実
施

 ◆
A

O
・
推

薦
入

試
合

格
者

に
対

し
て

の
入

学
前

教
育

（
入

学
前

課
題

）
の

実
施

及
び

基
礎

演
習

担
当

教
員

に
よ

る
指

導

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
、

さ
ら

な
る

深
化

に
努

め
て

い
る

。
◆

推
薦

・
A

O
入

試
等

に
お

い
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
入

学
者

選
抜

の
た

め
の

面
接

手
法

の
検

討
 ◆

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

妥
当

性
の

検
証

 ◆
他

の
ポ

リ
シ

ー
と

の
一

体
性

の
検

証
 ◆

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
の

検
討

◆
高

大
接

続
連

携
の

関
連

と
し

て
、

A
O

型
入

試
の

不
合

格
者

が
専

門
学

校
な

ど
へ

の
安

易
な

進
路

決
定

を
し

て
し

ま
い

が
ち

で
あ

る
と

い
う

高
校

現
場

か
ら

の
声

を
う

け
、

2
0
1
7
年

度
入

試
（
A

O
型

入
試

）
よ

り
、

不
合

格
者

に
対

し
、

不
合

格
の

経
緯

や
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

浸
透

を
図

る
よ

う
な

手
紙

を
送

付
し

、
大

学
進

学
に

対
し

、
あ

き
ら

め
ず

再
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
す

る
よ

う
促

し
て

い
る

。

◆
今

年
度

実
施

さ
れ

て
い

る
2
0
1
8
年

度
入

試
、

特
に

A
O

型
入

試
に

お
い

て
、

受
験

生
の

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

対
す

る
理

解
を

促
す

た
め

に
、

自
己

推
薦

ポ
イ

ン
ト

な
ど

の
具

体
例

な
ど

を
募

集
要

項
上

で
明

示
し

た
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

本
学

科
で

は
、

そ
の

教
育

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

、
法

学
の

基
礎

と
な

る
憲

法
、

民
法

、
刑

法
を

必
修

科
目

と
し

た
上

で
、

基
礎

法
（
法

哲
学

、
法

史
学

な
ど

）
、

行
政

法
（
行

政
法

、
情

報
公

開
法

な
ど

）
、

政
治

学
（
政

治
学

原
論

、
行

政
学

な
ど

）
、

刑
事

法
（
刑

事
訴

訟
法

、
刑

事
政

策
な

ど
）
、

民
事

法
（
商

法
、

民
事

訴
訟

法
な

ど
）
、

社
会

法
（
労

働
法

、
社

会
保

障
法

な
ど

）
、

国
際

関
係

・
外

国
法

（
国

際
法

、
外

国
法

な
ど

）
と

い
っ

た
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

に
お

い
て

、
伝

統
的

な
法

律
・
法

制
度

か
ら

現
代

的
な

諸
問

題
に

対
処

す
る

た
め

の
法

律
・
法

制
度

ま
で

、
学

生
が

そ
れ

ぞ
れ

の
興

味
に

応
じ

て
履

修
す

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
こ

と
を

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

の
基

本
方

針
と

し
て

い
ま

す
。

 　
そ

の
上

で
、

法
律

学
科

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

し
て

い
ま

す
。

 1
．

 4
年

間
一

貫
し

た
少

人
数

ゼ
ミ

の
編

成
　

本
学

科
で

は
、

4
年

間
を

通
じ

て
常

に
少

人
数

で
編

成
さ

れ
る

演
習

科
目

を
必

修
科

目
と

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、
教

員
と

の
積

極
的

な
交

流
を

通
じ

て
、

一
般

的
、

基
礎

的
教

養
の

取
得

（
基

礎
演

習
Ⅰ

：
1
年

次
）
、

自
ら

が
興

味
を

持
つ

学
問

領
域

に
対

す
る

意
識

向
上

（
基

礎
演

習
Ⅱ

：
2
年

次
）
、

1
つ

の
分

野
を

掘
り

下
げ

て
研

究
す

る
こ

と
を

通
じ

た
専

門
的

知
識

の
取

得
（
専

門
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

：
3
・
4
年

次
）
を

図
っ

て
い

ま
す

。

 2
．

 就
職

・
資

格
取

得
意

識
向

上
の

た
め

の
独

自
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

編
成

　
本

学
科

で
は

、
全

学
で

行
わ

れ
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
他

、
法

学
検

定
試

験
や

法
律

に
関

係
の

深
い

資
格

試
験

に
つ

い
て

、
専

門
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
「
法

務
研

究
」
な

ど
に

お
い

て
、

試
験

対
策

を
講

じ
な

が
ら

資
格

取
得

意
識

の
向

上
を

図
っ

て
い

ま
す

。

 3
．

 学
生

の
希

望
に

応
じ

た
柔

軟
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

選
択

　
本

学
科

で
は

、
憲

法
、

民
法

、
刑

法
な

ど
、

法
学

の
基

礎
と

な
る

講
義

科
目

、
お

よ
び

少
人

数
で

編
成

さ
れ

る
演

習
科

目
に

つ
い

て
は

必
修

と
す

る
が

、
そ

れ
以

外
の

科
目

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
選

択
科

目
と

し
、

志
望

す
る

進
路

や
学

問
的

興
味

・
関

心
に

応
じ

て
、

自
由

に
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
自

分
が

ど
の

科
目

を
選

択
・
履

修
す

れ
ば

よ
い

か
分

か
ら

な
い

学
生

の
た

め
に

、
進

路
志

望
に

応
じ

た
複

数
の

履
修

モ
デ

ル
を

あ
ら

か
じ

め
提

示
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
生

に
対

し
て

利
便

を
図

っ
て

い
ま

す
。

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

す
る

学
生

の
育

成
に

必
要

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

 ◆
シ

ラ
バ

ス
や

講
義

資
料

に
お

い
て

各
講

義
の

到
達

目
標

の
明

示
や

説
明

の
実

施
 ◆

専
門

科
目

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

ご
と

の
履

修
モ

デ
ル

と
単

位
取

得
パ

タ
ー

ン
の

例
の

提
示

 ◆
少

人
数

教
育

の
た

め
の

４
年

間
を

通
じ

て
の

ゼ
ミ

の
開

講
 ◆

入
学

時
に

お
け

る
新

入
生

を
対

象
と

し
た

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
テ

ス
ト

の
実

施
に

よ
る

日
本

語
能

力
の

把
握  ◆

法
律

実
務

論
等

、
初

年
次

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

提
供

 

◆
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

適
正

運
用

の
た

め
の

科
目

担
当

者
の

任
用

・
配

置

 ◆
「
法

律
実

務
論

」
の

よ
り

実
践

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

に
す

る
た

め
に

、
卒

業
生

の
講

師
と

し
て

の
起

用
を

促
進

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
提

示
な

ど
充

実
化

を
図

っ
た

。
 ◆

2
0
1
6
年

度
か

ら
入

学
時

に
語

学
力

（
英

語
）
の

把
握

と
ク

ラ
ス

分
け

の
た

め
の

プ
レ

イ
ス

メ
ン

ト
テ

ス
ト

の
実

施

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
と

の
整

合
性

の
検

証
 ◆

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
に

な
っ

て
い

る
か

の
検

証
と

必
要

に
応

じ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

の
検

討
 

◆
「
法

律
実

務
論

」
の

よ
り

実
践

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

に
す

る
た

め
に

、
卒

業
生

の
講

師
と

し
て

の
起

用
を

促
進

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
提

示
な

ど
充

実
化

を
図

っ
て

き
た

。
平

成
2
7
年

度
か

ら
、

講
師

の
一

人
と

し
て

、
近

年
司

法
試

験
に

合
格

し
、

弁
護

士
業

を
さ

れ
て

い
る

本
学

科
卒

業
生

を
起

用
し

て
い

る
。

そ
の

成
果

の
表

れ
と

思
わ

れ
る

現
象

と
し

て
、

こ
の

２
年

間
、

法
科

大
学

院
へ

の
進

学
者

お
よ

び
希

望
者

を
毎

年
輩

出
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

◆
「
法

務
研

究
Ⅰ

」
、

「
法

政
特

論
Ⅱ

」
に

お
い

て
、

法
学

に
関

す
る

学
力

水
準

を
客

観
的

に
評

価
す

る
検

定
試

験
で

あ
る

「
法

学
検

定
」
や

「
ビ

ジ
ネ

ス
実

務
法

務
検

定
」
の

受
対

策
講

座
に

位
置

づ
け

、
こ

れ
ら

の
検

定
験

を
促

し
、

法
学

の
対

す
る

知
識

向
上

の
み

な
ら

ず
、

キ
ャ

リ
ア

に
つ

な
げ

る
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

本
学

科
で

は
、

法
的

思
考

能
力

（
リ

ー
ガ

ル
マ

イ
ン

ド
）
を

備
え

、
現

実
の

社
会

に
お

け
る

さ
ま

ざ
ま

な
問

題
に

対
し

て
、

柔
軟

か
つ

適
切

な
解

決
策

を
導

き
出

す
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

育
成

を
教

育
目

標
と

学
位

を
授

与
し

ま
す

。
 1
．

 法
学

に
関

す
る

基
本

的
知

識
お

よ
び

専
門

的
知

識
を

修
得

し
て

い
る

人
物

。
 2
．

 社
会

に
生

起
す

る
諸

問
題

を
さ

ま
ざ

ま
な

視
点

か
ら

分
析

し
、

そ
の

解
決

の
方

向
や

方
策

を
法

的
思

考
に

基
づ

い
て

模
索

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

人
物

。
 3
．

 多
様

な
価

値
観

を
尊

重
し

つ
つ

、
他

者
と

の
協

力
・
協

同
の

中
で

、
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
人

物
。

◆
必

修
科

目
（
法

学
概

論
・
憲

法
Ⅰ

・
民

法
総

則
・
刑

法
総

論
）
の

提
供

に
よ

る
基

本
的

水
準

の
確

保
 ◆

専
門

演
習

の
実

施
に

よ
る

、
現

実
の

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
に

つ
い

て
柔

軟
で

適
切

な
解

決
策

を
導

き
出

す
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

育
成

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
、

さ
ら

な
る

深
化

に
努

め
て

い
る

。
◆

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
の

一
体

性
の

検
証

と
必

要
に

応
じ

た
見

直
し

の
検

討
◆

日
本

学
術

会
議

の
法

学
分

野
の

参
照

基
準

と
の

整
合

性
の

検
証

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
成

績
評

価
方

法
の

検
討

◆
日

本
学

術
会

議
の

法
学

分
野

の
参

照
基

準
と

の
整

合
性

の
検

証
を

行
い

、
そ

の
整

合
性

が
確

認
さ

れ
た

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

4



法
学

部
　

地
域

行
政

学
科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

本
学

科
で

は
、

入
学

者
に

対
し

て
、

高
校

卒
業

程
度

の
基

礎
学

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
こ

と
に

加
え

て
、

特
に

以
下

の
点

に
つ

い
て

適
性

と
意

欲
を

持
っ

て
い

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
1
．

 地
域

社
会

の
出

来
事

か
ら

、
広

く
世

界
の

情
勢

に
ま

で
関

心
を

持
ち

、
常

に
問

題
の

本
質

を
見

極
め

よ
う

と
努

力
す

る
人

物
。

2
．

 何
事

に
関

し
て

も
、

し
っ

か
り

と
し

た
自

分
自

身
の

考
え

方
を

持
て

る
よ

う
に

学
習

し
、

同
時

に
、

他
者

と
の

意
見

交
換

を
通

し
て

、
議

論
を

建
設

的
に

発
展

さ
せ

、
異

な
る

考
え

方
か

ら
も

学
ぼ

う
と

努
力

す
る

人
物

。
3
．

 将
来

、
自

ら
選

ん
だ

職
業

を
通

し
て

地
域

に
貢

献
す

る
こ

と
を

希
望

し
、

そ
れ

へ
向

け
て

の
努

力
を

厭
わ

な
い

人
物

。

・
A

O
・
推

薦
入

試
に

お
け

る
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

入
学

者
選

抜
の

実
施

・
A

O
・
推

薦
入

試
合

格
者

へ
事

前
課

題
を

課
す

こ
と

に
よ

る
入

学
前

教
育

の
実

施

同
左

同
左

・
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

た
入

学
者

選
抜

を
推

進
す

る
た

め
、

A
O

入
試

要
項

に
お

い
て

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

充
実

を
図

っ
た

。
・
A

O
・
推

薦
合

格
者

の
入

学
前

教
育

の
充

実
を

図
る

た
め

、
事

前
課

題
の

見
直

し
（
課

題
図

書
の

入
れ

替
え

・
新

聞
記

事
要

約
提

出
枚

数
の

明
示

）
を

行
い

、
事

前
課

題
の

提
出

状
況

を
厳

格
に

管
理

し
て

全
員

の
提

出
を

促
し

、
そ

の
実

効
性

を
確

保
し

た
（
2
0
1
6
年

度
は

対
象

者
9
3
人

中
9
2
人

が
提

出
済

み
）
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

本
学

科
で

は
、

地
域

社
会

の
発

展
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
以

下
に

示
し

た
方

針
で

教
育

課
程

を
編

成
し

て
い

ま
す

。
1
．

 地
域

づ
く
り

に
積

極
的

に
参

画
し

、
地

域
社

会
を

牽
引

す
る

リ
ー

ダ
ー

を
育

む
た

め
、

豊
富

な
専

門
科

目
（
行

政
科

目
、

政
治

科
目

、
法

律
科

目
）
を

開
設

し
、

初
年

次
か

ら
受

講
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
2
．

 よ
り

深
い

見
識

を
身

に
つ

け
、

広
い

視
野

か
ら

物
事

を
思

考
す

る
能

力
を

養
う

た
め

、
多

様
な

教
養

科
目

を
学

べ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
3
．

 「
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

レ
ス

ト
（
公

共
利

益
）
」
や

地
域

社
会

が
抱

え
る

課
題

に
対

す
る

認
識

を
深

め
、

こ
れ

ら
の

課
題

を
解

決
す

る
方

法
を

見
出

す
た

め
、

行
政

学
、

地
域

行
政

論
、

公
共

事
業

論
な

ど
の

科
目

を
配

し
、

段
階

的
に

学
べ

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

4
．

 理
論

だ
け

で
は

な
く
、

こ
れ

を
実

践
す

る
現

場
の

状
況

を
理

解
す

る
た

め
、

地
域

づ
く
り

の
最

前
線

で
活

躍
し

て
い

る
地

方
自

治
体

の
首

長
、

議
員

、
職

員
、

N
P

O
団

体
ス

タ
ッ

フ
等

を
講

師
と

し
て

招
き

、
理

論
と

実
務

の
双

方
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
5
．

 コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
い

、
高

度
な

専
門

的
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
各

年
次

に
応

じ
て

段
階

的
に

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
を

設
置

し
、

少
人

数
制

教
育

を
実

践
し

て
い

ま
す

。
6
．

 学
生

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

す
る

た
め

、
複

数
の

履
修

モ
デ

ル
を

設
定

し
、

学
生

自
身

が
希

望
の

進
路

に
沿

っ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

と
も

に
、

特
に

、
志

望
者

の
多

い
地

方
自

治
体

の
職

員
、

警
察

官
等

を
目

指
す

学
生

の
た

め
、

試
験

対
策

科
目

を
開

講
し

て
、

試
験

勉
強

に
意

欲
的

か
つ

効
率

的
に

取
り

組
め

る
態

勢
を

調
え

ら
れ

る
よ

う
支

援
し

て
い

ま
す

。

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

す
る

学
生

の
育

成
の

た
め

に
必

要
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成 ・
ポ

リ
シ

ー
の

効
果

を
高

め
る

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
・
人

員
配

置
の

実
施

・
シ

ラ
バ

ス
や

講
義

資
料

に
お

け
る

各
講

義
の

到
達

目
標

の
明

示
や

説
明

の
実

施

・
専

門
科

目
の

体
系

性
・
有

機
的

連
携

を
確

保
す

る
た

め
の

履
修

モ
デ

ル
の

作
成

・
改

訂

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
養

成
の

た
め

の
初

年
次

教
育

・
少

人
数

教
育

の
実

施

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
の

内
容

の
充

実
・
強

化
の

た
め

、
以

下
の

取
り

組
み

を
実

施
　

　
①

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
テ

ス
ト

・
プ

レ
イ

ス
メ

ン
ト

テ
ス

ト
を

活
用

し
た

能
力

の
把

握
・
能

力
に

応
じ

た
ク

ラ
ス

分
け

の
実

施
　

　
②

初
年

次
教

育
・
少

人
数

教
育

充
実

の
た

め
の

基
礎

演
習

担
当

者
会

議
の

開
催

　
　

③
行

政
実

務
を

学
ぶ

機
会

の
提

供
・
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
の

た
め

の
講

義
の

提
供

　
　

　
　

　
　

　
　

同
左

な
お

、
基

礎
演

習
担

当
者

会
議

は
今

年
度

未
開

催

　
　

　
　

　
　

　
　

同
左

基
礎

演
習

担
当

者
会

議
の

再
開

・
ポ

リ
シ

ー
の

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、

行
政

法
科

目
の

充
実

を
図

り
、

新
た

に
担

当
者

を
配

置
し

た
。

・
初

年
次

教
育

・
少

人
数

教
育

の
充

実
・
強

化
の

た
め

、
基

礎
演

習
担

当
者

会
議

を
再

開
し

、
定

期
的

（
2
ヶ

月
に

1
度

程
度

）
に

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
各

担
当

者
の

演
習

内
容

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

養
成

の
一

環
と

し
て

単
独

又
は

合
同

で
ゼ

ミ
合

宿
を

実
施

し
た

。
・
基

礎
演

習
を

活
用

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
の

た
め

の
キ

ャ
リ

ア
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

の
た

め
の

図
書

館
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
よ

り
よ

い
対

人
関

係
構

築
の

た
め

の
キ

ャ
ン

パ
ス

相
談

室
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
、

そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
、

初
年

次
教

育
・
少

人
数

教
育

の
さ

ら
な

る
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

・
行

政
実

務
論

を
通

し
て

、
引

き
続

き
行

政
実

務
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

の
一

環
と

し
て

、
卒

業
生

の
中

か
ら

若
手

公
務

員
を

中
心

に
講

師
を

複
数

招
聘

し
た

。
・
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

に
合

致
す

る
学

生
の

育
成

の
た

め
、

前
回

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

訂
の

成
果

を
踏

ま
え

て
、

現
行

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

履
修

モ
デ

ル
の

改
訂

の
必

要
性

に
つ

い
て

今
後

検
討

を
進

め
る

こ
と

に
し

た
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

本
学

科
に

お
い

て
所

定
の

卒
業

単
位

を
取

得
し

、
以

下
の

能
力

を
身

に
つ

け
た

者
に

対
し

て
、

学
士

（
法

学
）
の

学
位

を
授

与
し

ま
す

。
1
．

 行
政

学
、

政
治

学
、

法
律

学
を

中
心

と
し

て
、

地
方

自
治

体
お

よ
び

民
間

で
活

躍
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

有
し

て
い

る
人

物
。

2
．

 「
パ

ブ
リ

ッ
ク

・
イ

ン
タ

レ
ス

ト
（
公

共
利

益
）
」
を

十
分

に
理

解
し

、
地

域
づ

く
り

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
人

物
。

3
．

 地
域

社
会

が
直

面
し

て
い

る
諸

問
題

を
的

確
に

理
解

し
、

そ
の

解
決

方
法

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
人

物
。

4
．

 地
域

づ
く
り

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

と
な

る
た

め
に

欠
か

せ
な

い
知

識
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
人

物
。

・
必

修
科

目
（
憲

法
・
行

政
学

・
行

政
法

）
の

提
供

に
よ

る
基

本
的

水
準

の
確

保

・
専

門
演

習
に

お
け

る
地

域
社

会
の

諸
問

題
の

検
討

に
よ

る
人

材
の

育
成

同
左

同
左

・
目

指
す

べ
き

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

を
提

示
す

る
た

め
、

公
務

研
究

等
の

講
義

に
お

い
て

卒
業

生
と

の
交

流
の

機
会

を
提

供
し

た
。

・
地

方
自

治
体

で
活

躍
す

る
人

材
と

し
て

、
2
0
1
6
年

度
は

公
務

員
試

験
現

役
合

格
者

を
、

全
学

科
を

通
し

て
最

多
と

な
る

1
2
名

輩
出

し
た

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

5



経
済

学
部

　
経

済
学

科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

経
済

学
科

は
、

社
会

経
済

に
お

け
る

諸
問

題
に

、
目

的
意

識
を

持
ち

意
欲

的
に

取
り

組
む

人
材

の
育

成
に

努
め

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
に

、
以

下
の

よ
う

な
志

願
者

を
求

め
ま

す
。

1
．

高
等

学
校

卒
業

程
度

の
基

礎
学

力
を

有
す

る
人

物
。

2
．

経
済

・
社

会
を

含
め

た
諸

問
題

に
関

心
が

あ
る

人
物

。

◆
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

て
入

学
者

選
抜

試
験

実
施

◆
時

代
に

沿
っ

た
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

検
証

◆
入

学
者

に
沿

っ
た

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

検
証

◆
入

試
合

格
者

に
対

し
て

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

実
現

に
向

け
て

の
大

学
で

の
学

び
へ

の
円

滑
な

移
行

を
図

る
た

め
の

入
学

前
教

育
の

実
施

◆
学

部
学

科
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
見

直
し

や
説

明
会

で
の

将
来

像
の

明
確

性
を

強
化

◆
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
踏

ま
え

、
さ

ら
に

強
化

を
図

る
た

め
に

、
学

部
に

「
学

部
改

革
委

員
会

」
を

設
置 ◆

学
部

改
革

委
員

会
に

て
学

科
の

入
口

と
出

口
の

明
確

性
の

強
化

◆
本

学
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

合
わ

せ
、

高
校

生
を

対
象

に
「
ト

ー
ク

イ
ベ

ン
ト

」
を

開
催

◆
学

部
改

革
委

員
会

を
中

心
に

入
学

生
に

つ
い

て
高

等
学

校
進

路
部

へ
情

報
提

供
と

共
有

等
の

仕
組

構
築

◆
高

校
生

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
◆

高
校

生
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

の
分

析
を

行
い

、
今

後
の

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
を

図
る

◆
2
0
1
7
年

度
版

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

で
き

た
。

◆
今

年
3
月

に
ト

ー
ク

ラ
イ

ブ
を

開
催

（
1
0
0
人

以
上

参
加

）
し

、
高

校
生

の
意

見
や

要
望

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

◆
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

な
ど

で
高

校
生

と
交

流
し

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

◆
保

護
者

を
対

象
と

し
た

大
学

の
あ

り
か

た
や

現
状

に
つ

い
て

講
話

を
実

施
し

て
い

る
。

◆
上

記
を

踏
ま

え
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

の
見

直
し

が
急

務
で

あ
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

経
済

学
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

保
証

す
る

た
め

、
以

下
の

よ
う

な
方

針
の

も
と

に
編

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

1
．

1
年

次
は

、
専

門
分

野
を

学
ぶ

た
め

の
基

礎
学

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
に

重
点

を
置

く
。

ま
た

、
専

門
分

野
以

外
の

多
様

な
知

識
を

学
び

ま
す

。
2
．

2
年

次
は

、
経

済
学

の
専

門
科

目
を

学
ぶ

上
で

必
要

と
な

る
経

済
学

の
基

礎
を

修
得

し
ま

す
。

3
．

3
年

次
・
4
年

次
は

、
経

済
に

関
す

る
幅

広
い

科
目

を
修

得
す

る
。

ま
た

、
主

体
的

に
調

査
・
研

究
し

、
報

告
・
議

論
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

ま
す

。

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
学

生
に

求
め

ら
れ

る
能

力
育

成
に

適
切

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
と

実
施

◆
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

適
正

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
の

実
施

と
改

善 ◆
授

業
以

外
の

予
習

範
囲

、
復

習
範

囲
の

提
示

と
確

認
◆

シ
ラ

バ
ス

や
講

義
資

料
に

お
い

て
各

講
義

の
到

達
目

標
の

提
示

と
確

認
の

実
施

◆
ポ

リ
シ

ー
の

到
達

達
成

度
の

評
価

と
改

善
◆

教
授

法
・
指

導
法

の
確

認
と

組
織

的
な

連
携

の
確

認
◆

基
礎

演
習

に
お

け
る

初
年

次
教

育
の

実
施

と
改

善
◆

専
門

演
習

に
お

け
る

体
系

的
な

取
り

組
み

と
他

の
専

門
演

習
と

の
連

携
の

確
認

◆
寄

付
講

座
の

実
施

◆
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
も

こ
れ

ま
で

の
実

績
を

踏
ま

え
た

上
で

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
強

化
◆

寄
付

講
座

の
継

続
と

単
位

認
定

の
確

保
◆

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
強

化
と

し
て

P
B

L
を

授
業

中
で

取
り

入
れ

企
業

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

◆
行

動
経

済
学

の
強

化
の

た
め

の
教

授
法

の
確

立

◆
他

大
学

と
の

読
み

替
え

が
可

能
に

な
る

よ
う

に
2

年
次

か
ら

の
演

習
で

専
門

性
を

高
め

、
担

当
教

官
を

増
員

し
、

箇
々

の
学

生
指

導
の

強
化

◆
2
年

次
か

ら
履

修
可

能
な

専
門

科
目

を
増

加
◆

時
代

や
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

全
体

の
見

直
し

を
図

る
◆

実
学

の
強

化
と

し
て

課
題

解
決

の
授

業
に

留
ま

ら
ず

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

投
入

と
そ

の
環

境
整

備
を

図
る

◆
1
年

次
演

習
科

目
を

中
心

に
個

々
の

学
生

指
導

を
強

化
、

他
の

教
員

と
も

連
絡

を
図

り
退

学
者

や
休

学
者

を
出

さ
な

い
よ

う
に

指
導

し
て

い
る

。
◆

2
年

次
か

ら
履

修
可

能
な

科
目

の
増

加
を

目
指

し
、

他
大

学
か

ら
の

読
み

替
え

可
能

な
8
科

目
を

確
定

し
た

。
◆

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
強

化
と

言
う

こ
と

で
2
年

ゼ
ミ

共
同

で
C

IS
行

動
学

を
取

り
入

れ
P

B
L
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

◆
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
強

化
や

行
動

経
済

学
強

化
の

た
め

に
教

員
を

い
く
つ

か
の

大
学

に
派

遣
し

て
い

る
。

◆
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
実

施
に

向
け

て
の

一
環

と
し

て
学

生
の

共
同

研
究

室
を

確
保

、
機

材
を

設
置

、
環

境
整

備
を

行
っ

た
。

◆
実

学
教

育
の

強
化

の
た

め
に

今
年

も
寄

付
講

座
を

継
続

し
、

経
済

に
関

係
す

る
企

業
と

連
携

授
業

を
実

施
し

て
い

る
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

　
経

済
学

科
で

は
、

「
社

会
経

済
の

自
立

と
国

際
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
」
の

教
育

研
究

目
標

の
も

と
、

社
会

人
と

し
て

諸
問

題
を

解
決

し
て

い
く
た

め
に

求
め

ら
れ

る
基

本
的

な
資

質
で

あ
る

「
知

識
」
、

「
考

察
力

」
、

「
表

現
力

」
を

有
す

る
こ

と
を

学
位

授
与

の
方

針
と

し
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
以

下
の

よ
う

に
な

り
ま

す
。

1
．

「
知

識
」

 経
済

学
の

基
礎

的
・
専

門
的

知
識

を
修

得
し

て
い

る
人

物
。

2
．

「
考

察
力

」
 経

済
・
社

会
の

問
題

を
論

理
的

に
考

察
す

る
力

を
有

し
て

い
る

人
物

。
3
．

「
表

現
力

」
 自

ら
の

意
見

を
明

確
に

筋
道

立
て

て
説

明
す

る
能

力
を

有
し

て
い

る
人

物
。

◆
学

修
行

動
調

査
や

学
修

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

基
づ

く
学

生
評

価
の

実
施

と
そ

の
結

果
に

対
す

る
改

善
へ

の
取

り
組

み
◆

成
績

表
に

基
づ

き
修

得
度

の
確

認
と

指
導

を
図

る
◆

初
年

度
教

育
か

ら
企

業
や

特
定

の
組

織
を

調
査

し
、

企
業

や
組

織
か

ら
様

々
な

事
を

学
び

、
問

題
提

示
、

関
係

者
分

析
、

問
題

分
析

、
目

標
分

析
な

ど
を

行
い

そ
の

成
果

を
発

表
◆

外
部

の
検

定
試

験
や

資
格

試
験

な
ど

に
よ

る
学

修
成

果
を

評
価

・
改

善
◆

学
科

学
生

の
自

習
室

・
会

議
室

の
確

保
と

環
境

整
備

◆
こ

れ
ま

で
の

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

て
今

年
度

か
ら

意
識

改
革

の
1
つ

と
し

て
「
優

秀
な

学
生

を
表

彰
す

る
」
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

◆
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
で

修
得

し
た

知
識

や
技

術
を

社
会

問
題

の
現

場
で

応
用

で
き

る
人

材
を

育
成

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

図
る

た
め

「
知

識
」
、

「
考

察
力

」
、

「
表

現
力

」
に

加
え

「
行

動
力

」
の

強
化

◆
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

強
化

の
た

め
の

調
査

研
究

の
強

化
◆

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

強
化

の
た

め
の

講
演

会
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

踏
ま

え
、

社
会

に
出

た
O

B
・
O

G
と

の
交

流
会

を
開

催

◆
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

図
る

た
め

1
年

次
で

は
全

学
生

参
加

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

大
会

を
実

施
、

発
表

や
審

査
な

ど
も

学
生

自
ら

実
施

し
て

い
る

。
◆

表
現

力
に

加
え

行
動

力
強

化
の

た
め

に
1
年

次
で

は
テ

ー
マ

を
決

め
、

そ
の

関
連

企
業

の
調

査
を

実
際

に
出

向
い

て
行

う
。

◆
い

く
つ

か
の

ゼ
ミ

で
は

地
域

活
性

化
の

た
め

に
、

地
域

密
着

型
連

携
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
◆

昨
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
「
成

績
優

秀
者

表
彰

式
」
を

今
年

度
も

各
学

年
5
名

程
度

を
表

彰
す

る
予

定
で

あ
る

。
◆

就
職

へ
の

関
心

・
興

味
を

高
め

、
早

い
時

期
か

ら
就

職
活

動
の

行
え

る
よ

う
に

卒
業

生
と

の
交

流
会

を
実

施
す

る
か

ど
う

か
検

討
が

急
が

れ
る

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

6



経
済

学
部

　
地

域
環

境
政

策
学

科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

経
済

や
環

境
も

含
め

た
社

会
で

起
き

て
い

る
様

々
な

事
柄

に
関

心
を

持
ち

、
勉

学
に

対
す

る
意

欲
が

あ
り

、
積

極
的

に
活

動
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
高

い
、

地
域

社
会

へ
貢

献
で

き
る

人
物

を
求

め
ま

す
。

１
．

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
に

伴
う

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
な

ど

小
論

文
を

課
さ

な
い

A
O

入
試

や
指

定
校

推
薦

入
試

に
お

い
て

も
、

面
接

時
に

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

し
た

生
徒

で
あ

る
か

の
判

断
が

出
来

る
よ

う
な

質
問

内
容

を
加

え
て

い
る

。
ま

た
、

一
般

入
試

や
セ

ン
タ

ー
試

験
利

用
者

に
対

し
て

は
大

学
説

明
会

や
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
学

科
の

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

周
知

を
行

っ
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

　
本

学
科

は
、

経
済

と
環

境
の

視
点

か
ら

地
域

を
考

え
る

こ
と

を
通

し
て

、
実

社
会

に
お

い
て

、
環

境
に

配
慮

し
な

が
ら

地
域

経
済

の
発

展
に

貢
献

で
き

る
人

材
の

育
成

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

に
、

地
域

経
済

と
環

境
政

策
の

両
分

野
を

融
合

さ
せ

、
経

済
学

を
基

礎
に

、
環

境
の

保
全

と
資

源
の

利
用

や
あ

り
方

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

た
め

に
、

以
下

の
教

育
を

展
開

し
ま

す
。

1
．

専
門

科
目

を
受

講
す

る
前

に
は

、
統

計
学

、
経

済
学

入
門

、
環

境
科

学
、

お
よ

び
大

学
生

と
し

て
身

に
つ

け
る

べ
き

語
学

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
な

ど
の

基
礎

科
目

を
提

供
。

2
．

地
域

経
済

の
問

題
解

決
に

必
要

な
経

済
学

関
連

の
科

目
を

提
供

。
3
．

地
域

社
会

に
と

っ
て

望
ま

し
い

環
境

水
準

を
作

り
出

す
た

め
の

環
境

政
策

へ
の

理
解

を
深

め
る

環
境

関
連

の
科

目
を

提
供

。
4
．

地
域

経
済

や
環

境
問

題
へ

の
理

解
を

さ
ら

に
深

め
る

た
め

に
、

書
物

で
は

体
験

で
き

な
い

、
IT

を
活

用
し

た
科

目
、

ま
た

地
域

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

の
実

体
験

で
き

る
科

目
を

提
供

。
5
．

専
門

職
業

人
と

し
て

活
動

す
る

の
に

役
立

つ
資

格
科

目
の

提
供

。

1
. 
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

に
合

っ
た

、
よ

り
良

い
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
へ

の
見

直
し 2
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

の
作

成
に

よ
る

学
修

状
況

の
見

え
る

化
3
. 
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
の

導
入

現
在

取
り

組
ん

で
い

る
事

柄
を

継
続

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
学

生
が

履
修

す
る

上
で

指
針

と
な

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

や
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
も

今
後

検
討

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

本
学

科
に

お
け

る
所

定
の

教
育

課
程

を
終

え
、

以
下

の
資

質
を

有
す

る
人

物
に

対
し

て
、

学
士

（
地

域
環

境
政

策
学

）
の

学
位

を
授

与
し

ま
す

。
1
．

自
ら

が
生

き
る

社
会

を
よ

り
深

く
理

解
す

る
た

め
に

、
地

域
経

済
と

環
境

政
策

に
対

す
る

専
門

的
な

知
識

を
備

え
た

人
物

。
2
．

地
域

の
経

済
や

環
境

に
関

心
を

持
ち

、
地

域
社

会
及

び
世

界
へ

貢
献

で
き

る
人

物
。

3
．

自
ら

課
題

を
発

見
し

、
主

体
性

を
も

っ
て

解
決

で
き

、
社

会
的

責
任

を
自

覚
し

た
人

物
。

１
．

よ
り

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

学
生

の
育

成
に

合
う

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
へ

の
見

直
し

卒
業

後
を

意
識

し
た

取
り

組
み

と
し

て
、

学
内

外
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
合

同
ゼ

ミ
に

よ
る

学
科

独
自

の
就

職
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

の
た

め
の

授
業

な
ど

が
行

わ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

も
含

め
て

、
大

学
で

の
教

育
内

容
が

卒
業

後
の

進
路

な
ど

に
与

え
た

影
響

に
つ

い
て

情
報

収
集

解
析

を
行

な
う

こ
と

は
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
関

連
か

ら
も

重
要

で
あ

る
が

、
実

施
方

法
、

解
析

手
法

の
開

発
な

ど
課

題
も

多
い

こ
と

か
ら

、
今

後
の

重
要

な
検

討
事

項
と

な
っ

て
い

る
。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
１

．
 ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
合

っ
た

入
学

者
選

定
の

為
の

各
種

入
試

の
実

施
２

．
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
あ

っ
た

人
物

を
選

定
出

来
る

入
試

問
題

（
小

論
文

問
題

）
の

作
成 ３

．
 ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
合

っ
た

受
験

者
が

応
募

す
る

よ
う

に
学

科
の

ブ
ロ

グ
な

ど
を

通
じ

た
広

報
活

動
４

．
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

者
へ

の
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

の
周

知
５

．
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

実
現

を
前

提
と

し
て

、
大

学
で

の
学

び
へ

の
円

滑
な

移
行

を
図

る
た

め
の

入
学

前
教

育
（
入

学
前

課
題

、
入

学
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
）
の

実
施

1
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

科
目

の
提

供
2
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
の

実
現

の
為

の
共

通
科

目
、

専
門

必
修

科
目

、
専

門
選

択
科

目
、

自
由

選
択

科
目

の
有

機
的

な
連

携
3
. 
各

科
目

の
詳

細
な

シ
ラ

バ
ス

の
作

成
と

周
知

4
. 
履

修
ガ

イ
ド

へ
の

体
系

化
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

記
載

と
周

知
5
. 
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

履
修

状
況

の
確

認
と

指
導

6
. 
講

義
単

位
で

の
リ

ア
ク

シ
ョ

ン
ペ

ー
パ

ー
な

ど
に

よ
る

学
習

状
況

の
把

握
と

授
業

改
善

7
. 
大

学
院

へ
の

接
続

を
見

据
え

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

8
. 
国

内
外

へ
の

留
学

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
支

援
9
. 
登

録
上

限
の

設
定

1
0
. 
成

績
原

簿
に

基
づ

い
た

履
修

状
況

の
確

認
と

指
導

1
1
. 
教

育
支

援
者

（
S
A

・
T
A

）
 の

活
用

に
よ

る
授

業
の

充
実

1
2
.「

地
域

セ
ミ

ナ
ー

Ⅱ
」
に

お
い

て
観

光
協

会
等

と
の

外
部

組
織

と
連

携
し

た
 P

B
L
（
P

ro
je

c
t

B
as

e
d 

L
e
ar

n
in

g)
を

実
施

。
1
3
.初

年
次

教
育

の
充

実
（
少

人
数

ク
ラ

ス
と

シ
ラ

バ
ス

共
通

化
・
体

系
化

）
と

担
当

教
員

間
の

連
携

1
4
.学

科
教

員
オ

ム
ニ

バ
ス

で
担

当
す

る
、

環
境

と
経

済
の

関
係

と
学

科
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

理
解

を
促

が
す

授
業

（
授

業
名

「
地

域
環

境
政

策
入

門
」
）
の

提
供

1
5
.社

会
調

査
な

ど
の

社
会

科
学

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
と

、
海

や
山

の
環

境
調

査
な

ど
自

然
科

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
両

方
を

実
施

1
6
.環

境
調

査
の

手
法

を
学

ぶ
実

技
科

目
（
授

業
名

「
環

境
科

学
実

験
」
）
の

提
供

1
7
.沖

縄
に

関
す

る
科

目
の

充
実

（
例

「
沖

縄
経

済
論

Ⅰ
、

Ⅱ
」
、

「
沖

縄
近

代
経

済
史

」
、

「
沖

縄
現

代
経

済
史

」
、

「
島

嶼
環

境
論

」
な

ど
）

1
8
. 
上

級
情

報
処

理
士

、
社

会
調

査
士

、
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
プ

ラ
ン

ナ
ー

な
ど

に
関

連
し

た
科

目
の

提
供

1
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

た
科

目
の

提
供

と
そ

の
効

率
的

な
運

用
2
. 
外

部
講

師
に

よ
る

実
社

会
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
つ

い
て

の
講

義
な

ど
（
例

：
「
エ

コ
ビ

ジ
ネ

ス
論

」
「
地

域
セ

ミ
ナ

ー
Ⅰ

Ⅱ
」
な

ど
）

3
. 
学

内
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

や
、

合
同

ゼ
ミ

に
よ

る
学

科
独

自
の

就
職

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
4
. 
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
適

応
し

た
人

材
育

成
の

為
に

海
外

留
学

の
説

明
会

な
ど

の
開

催
5
.グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

の
た

め
の

授
業

の
設

置
（
授

業
名

「
グ

ロ
ー

カ
ル

セ
ミ

ナ
ー

Ⅰ
Ⅱ

」
）

進
捗

状
況

報
告

書

7



産
業

情
報

学
部

　
企

業
シ

ス
テ

ム
学

科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

1
．

基
礎

的
な

教
養

を
身

に
つ

け
、

自
分

自
身

の
ス

キ
ル

や
能

力
を

鍛
え

る
意

志
を

持
っ

て
い

る
人

物
。

2
．

企
業

シ
ス

テ
ム

学
科

で
学

び
た

い
こ

と
を

自
覚

し
、

表
現

で
き

る
人

物
。

3
．

大
学

卒
業

後
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
抱

き
、

地
域

・
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

意
欲

を
有

し
て

い
る

人
物

。

・
１

年
次

の
基

礎
演

習
を

設
置

し
て

少
数

教
育

に
よ

る
個

人
と

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
に

よ
り

養
成

し
て

い
る

。
・
「
フ

レ
ッ

シ
ュ

マ
ン

・
セ

ミ
ナ

ー
（
1
年

次
演

習
）
」
の

開
講

お
よ

び
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
（
M

T
）
の

実
施

を
通

じ
て

、
企

業
シ

ス
テ

ム
学

科
で

学
ぶ

意
欲

を
高

め
る

と
同

時
に

、
大

学
卒

業
後

の
ビ

ジ
ョ

ン
の

明
確

化
と

、
そ

の
実

現
の

た
め

に
必

要
と

さ
れ

る
基

礎
的

教
養

を
身

に
付

け
て

い
る

。
　

ま
た

、
税

理
士

資
格

取
得

に
む

け
た

大
学

院
進

学
に

よ
り

税
理

士
資

格
取

得
者

を
若

干
名

育
て

て
い

る
。

地
域

社
会

に
貢

献
で

き
る

資
質

を
有

す
る

学
生

を
優

先
的

に
推

薦
制

度
に

て
選

別
で

き
る

制
度

を
確

立
す

る
。

次
年

度
よ

り
、

英
語

に
つ

い
て

は
能

力
別

テ
ス

ト
を

実
施

し
て

、
学

生
の

能
力

に
応

じ
た

ク
ラ

ス
分

け
を

実
施

す
る

。

今
年

度
よ

り
、

英
語

の
プ

レ
イ

ス
メ

ン
ト

・
テ

ス
ト

を
実

施
し

て
い

る
。

能
力

に
応

じ
た

ク
ラ

ス
分

け
し

て
、

よ
り

効
果

的
な

教
育

が
進

行
中

で
あ

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

1
．

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
経

営
・
会

計
を

中
心

に
、

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

基
礎

的
な

知
識

と
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

の
多

面
的

か
つ

総
合

的
な

視
点

を
も

っ
た

人
間

を
育

成
す

る
専

門
科

目
を

提
供

し
ま

す
。

2
．

課
題

へ
の

取
り

組
み

を
通

し
て

、
深

い
専

門
性

に
加

え
、

理
解

力
・

表
現

力
・
問

題
解

決
能

力
を

身
に

つ
け

る
演

習
科

目
を

提
供

し
ま

す
。

3
．

地
域

企
業

へ
の

関
心

と
社

会
貢

献
へ

の
意

欲
を

高
め

る
教

育
、

実
学

を
志

向
し

た
教

育
を

提
供

し
ま

す
。

・
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

し
つ

つ
今

後
地

域
社

会
で

求
め

ら
れ

る
人

材
を

意
識

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

構
成

し
て

い
る

。

・
「
基

礎
演

習
（
2
年

次
演

習
）
」
の

開
講

に
よ

り
、

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

け
る

基
礎

知
識

の
習

得
な

ら
び

に
地

域
社

会
・
企

業
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
を

可
能

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
経

営
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

会
計

の
３

コ
ー

ス
ご

と
の

演
習

科
目

を
設

置
し

て
少

数
人

数
に

よ
る

専
門

的
な

知
識

を
教

育
し

て
い

る
。

「
基

礎
演

習
（
2
年

次
演

習
）
」
に

お
け

る
地

元
企

業
へ

の
訪

問
な

ら
び

に
調

査
訪

問
の

実
施

。

資
格

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
対

応
し

、
観

光
科

目
の

増
設

な
ど

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
進

め
る

。

社
会

の
ニ

ー
ズ

の
変

化
、

特
に

観
光

関
連

産
業

の
進

展
や

グ
ロ

ー
バ

ル
化

を
受

け
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
見

直
し

、
よ

り
社

会
の

動
き

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
構

成
と

し
た

。
そ

れ
ら

に
は

次
の

科
目

が
追

加
さ

れ
た

。
グ

ロ
ー

バ
ル

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

、
観

光
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
貿

易
ビ

ジ
ネ

ス
、

グ
ロ

ー
バ

ル
流

通
論

、
そ

し
て

ア
ジ

ア
消

費
流

通
論

。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

企
業

シ
ス

テ
ム

の
基

礎
及

び
専

門
領

域
に

お
け

る
知

識
を

習
得

し
社

会
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
で

き
る

人
材

、
さ

ま
ざ

ま
な

ビ
ジ

ネ
ス

課
題

を
分

析
し

提
言

で
き

る
人

材
、

自
ら

の
社

会
的

責
任

を
自

覚
し

積
極

的
に

貢
献

で
き

る
人

材
に

対
し

て
、

学
位

を
授

与
し

ま
す

。

・
産

業
情

報
学

科
と

共
同

し
て

、
県

内
企

業
の

方
々

の
ト

ー
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
や

交
流

会
を

企
画

し
て

き
た

。
・
学

生
と

企
業

と
の

連
携

を
促

進
さ

せ
る

た
め

、
商

品
企

画
な

ど
を

自
主

的
に

運
営

し
、

販
売

す
る

こ
と

で
企

業
に

お
け

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

知
識

を
養

成
し

て
い

る
。

産
業

情
報

学
科

と
共

同
し

て
、

学
科

の
各

ゼ
ミ

の
優

秀
な

卒
業

論
文

の
報

告
と

表
彰

を
行

っ
て

い
る

。

卒
業

時
に

必
要

と
さ

れ
る

卒
業

論
文

が
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
に

則
し

た
形

で
一

定
の

到
達

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

る
か

に
つ

い
て

、
教

員
間

の
認

識
を

共
有

し
て

い
く
。

卒
業

論
文

が
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

し
て

い
る

か
を

各
教

員
間

で
認

識
を

共
有

す
る

た
め

に
い

く
つ

か
の

活
動

を
実

施
。

コ
ー

ス
毎

(会
計

コ
ー

ス
、

経
営

コ
ー

ス
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
コ

ー
ス

)に
到

達
レ

ベ
ル

に
つ

い
て

確
認

し
て

い
る

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書
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産
業
情
報
学
部
　
産
業
情
報
学
科

こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー

1
．
将
来
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
自
己
研
鑽
で
き
る
人
物
。

2
．
情
報
科
学
や
産
業
・
経
済
に
興
味
が
あ
り
、
産
業
情
報
学
科
で
学
び

た
い
こ
と
を
明
確
に
持
ち
、
意
欲
的
・
主
体
的
に
勉
学
に
励
む
こ
と
の
で

き
る
人
物
。

・
学
科
改
革
構
想
検
討
員
会
を
組
織
し
、
将
来
の
教
育
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
学
科
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
・
検
討
を

行
っ
た
。

・
学
部
改
革
構
想
検
討
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
学
科
改
革
構
想

検
討
委
員
会
は
予
想
さ
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
議
論
・
対
処
を

行
っ
た
。

・
宿
泊
型
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
大
学
生
活

や
履
修
指
導
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
科
と
し
て
の
意
識
を

高
め
た
り
、
学
科
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
た
。

・
学
科
で
学
び
た
い
こ
を
と
明
確
に
す
る
た
め
、
高
校
訪

問
、
出
前
講
座
な
ど
で
具
体
的
な
事
例
を
説
明
し
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
説
明
や
展
示
方
法

工
夫
す
る
こ
と
で
、
高
校
生
へ
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ

シ
ー
の
周
知
・
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

・
次
年
度
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
向
け
て

学
生
の
交
流
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
の
た
め
新
た
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー

1
．
現
代
社
会
に
お
け
る
産
業
お
よ
び
経
済
に
関
す
る
諸
課
題
に
対
す

る
問
題
発
見
力
・
分
析
力
を
有
し
、
近
未
来
に
対
す
る
解
決
力
・
創
造

力
を
養
う
た
め
の
専
門
科
目
を
提
供
し
ま
す
。

2
．
情
報
科
学
・
情
報
シ
ス
テ
ム
・
経
営
情
報
・
経
済
情
報
を
学
び
、
実
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
専
門
科
目
を
提
供
し
ま
す
。

・
コ
ー
ス
名
の
変
更
、
講
義
の
改
廃
な
ど
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

に
合
致
し
つ
つ
今
後
地
域
や
産
業
界
で
求
め
ら
れ
る
人
材
を
意
識

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
っ
た
。

・
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
ゲ
ー
ム
制
作
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
デ
ザ
イ
ン
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
習
得
の
た
め
の
科
目
を

追
加
・
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
コ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル
関
連
科
目
を
追
加
し
た
。

・
C
A
　
A
dv
an
c
e
と
産
学
地
域
連
携
に
よ
る
継
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
関
す
る
連
携
事
業
を
行
っ
た
。

・
上
級
情
報
処
理
士
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
実

務
士
、
社
会
調
査
士
の
資
格
登
録
・
助
成

の
た
め
の
作
業
を
進
め
、
さ
ら
な
る
資
格
取

得
充
実
に
努
め
る
。

・
資
格
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
、
科
目
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

を
進
め
る
。

・
上
級
情
報
処
理
士
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
実
務
士
、
社
会

調
査
士
の
資
格
申
請
・
登
録
を
完
了
し
、
上
記
科
目
を

含
め
た
学
内
資
格
助
成
制
度
の
活
用
・
拡
充
を
目
指

す
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー

産
業
経
済
お
よ
び
情
報
科
学
の
基
礎
お
よ
び
専
門
領
域
に
お
け
る
知

識
を
習
得
し
、
現
代
社
会
の
情
報
化
・
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
社
会
の
課
題
を
分
析
し
提
言
で
き
る
人
材
、
自
ら
の
社

会
的
責
任
を
自
覚
し
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
対
し
て
、
学
位
を

授
与
し
ま
す
。

・
外
部
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
し
、

学
外
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
や
実
践
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連

携
に
よ
り
即
戦
力
の
人
材
育
成
を
強
化
し
た
。

・
学
生
が
IT
企
業
に
関
心
を
持
ち
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
て

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
県
内
の
IT
企
業
と
連
携
し
て
寄
付
講
座
を
設

立
し
た
。

・
IT
津
梁
ま
つ
り
や
E
T
ロ
ボ
コ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

外
部
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
学
科
の
P
R
お
よ
び
学
生
に
IT
技
術
の

実
践
能
力
を
習
得
さ
せ
た
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
て
、
IT
企
業
に
学
生
を
派
遣
し

IT
技
術
の
実
務
能
力
を
体
験
さ
せ
た
。

学
生
と
企
業
と
の
連
携
を
促
進
さ
せ
る
た

め
、
産
学
協
力
会
に
よ
る
産
学
協
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、
企
業
側
か
ら
具

体
的
な
提
案
を
募
集
し
て
い
る
。

・
寄
付
講
座
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
人
材
育
成
特
別
講
義
」

「
沖
縄
新
ＩＴ
ビ
ジ
ネ
ス
特
別
講
義
」
「
沖
縄
型
企
業
戦
略

特
別
講
義
」
を
専
門
科
目
と
し
て
開
講
し
た
。
県
内
の
産

業
界
で
活
躍
す
る
企
業
経
営
者
や
実
務
家
等
を
講
師

と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
実

社
会
の
結
び
つ
き
や
知
識
や
め
、
情
報
技
術
・
産
業
・

経
済
へ
の
興
味
を
高
め
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役

立
つ
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

・
学
科
の
P
R
お
よ
び
学
生
に
IT
技
術
の
実
践
能
力
を
習

得
さ
せ
る
た
め
、
IT
津
梁
ま
つ
り
や
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
映

像
祭
2
0
1
7
と
い
っ
た
外
部
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
予
定
し

て
い
る
。

・
東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
と
連
携
し
、
IT
企
業
と
学

生
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
を
企
画
し
て
い

る
。

・

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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総
合

文
化

学
部

　
日

本
文

化
学

科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

日
本

文
化

学
科

は
、

日
本

文
化

及
び

琉
球

文
化

へ
の

造
詣

を
深

め
る

こ
と

を
教

育
上

の
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

言
語

学
・
文

学
を

中
心

と
す

る
理

論
的

、
か

つ
実

践
的

な
教

育
を

通
し

て
、

国
際

社
会

、
情

報
社

会
、

地
域

社
会

の
中

で
自

己
の

役
割

を
深

く
認

識
し

、
生

き
生

き
と

実
践

で
き

る
人

材
、

そ
し

て
、

豊
か

な
知

性
、

分
析

力
、

情
報

処
理

能
力

、
表

現
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
共

生
能

力
を

備
え

た
人

材
を

育
て

て
い

き
ま

す
。

日
本

文
化

学
科

で
は

、
各

種
入

学
試

験
を

通
し

て
、

以
下

の
各

専
門

領
域

に
強

い
関

心
を

持
つ

志
願

者
を

求
め

て
い

ま
す

。
1
．

日
本

語
学

、
日

本
文

学
、

日
本

の
芸

術
・
芸

能
。

2
．

琉
球

語
学

、
琉

球
文

学
、

琉
球

芸
能

。
3
．

グ
ロ

ー
バ

ル
時

代
に

求
め

ら
れ

る
文

化
情

報
の

発
信

技
能

・
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
。

特
に

、
A

O
入

試
で

は
、

以
下

の
よ

う
な

能
力

、
意

欲
を

持
っ

た
志

願
者

を
求

め
ま

す
。

①
批

評
・
創

作
(小

説
、

詩
、

書
、

絵
画

、
演

劇
な

ど
)を

含
む

広
い

意
味

で
の

表
現

活
動

、
琉

球
文

化
の

継
承

発
展

に
関

す
る

活
動

な
ど

の
領

域
で

優
れ

た
実

績
を

上
げ

、
大

学
生

活
の

中
で

、
さ

ら
に

深
め

よ
う

と
す

る
人

。
②

国
語

科
教

員
、

日
本

語
教

員
、

図
書

館
司

書
、

学
校

図
書

館
司

書
教

諭
と

い
っ

た
等

学
科

の
専

門
領

域
に

関
わ

る
職

業
に

深
い

関
心

を
持

ち
、

そ
れ

を
通

じ
て

社
会

貢
献

を
目

指
す

人
。

③
国

際
交

流
活

動
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
課

外
活

動
(ス

ポ
ー

ツ
、

文
化

活
動

)な
ど

を
通

じ
て

広
い

社
会

的
な

視
野

を
備

え
、

日
本

文
化

、
琉

球
文

化
、

多
文

化
間

交
流

・
言

語
文

化
接

触
な

ど
の

専
門

領
域

を
深

く
学

び
た

い
と

い
う

意
欲

を
持

つ
人

。

・
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

の
下

に
続

く
、

A
O

入
試

に
関

す
る

ポ
リ

シ
ー

の
実

質
化

の
た

め
、

2
0
1
6
年

度
A

O
入

試
か

ら
、

国
語

科
教

員
、

図
書

館
司

書
に

関
し

て
は

、
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
評

価
が

で
き

る
よ

う
、

専
門

職
に

対
す

る
意

欲
・
関

心
の

度
合

い
を

確
認

す
る

た
め

の
観

点
別

の
評

価
基

準
を

設
定

し
て

面
接

を
実

施
。

・
情

報
技

術
を

も
つ

人
材

の
確

保
の

た
め

、
実

業
高

校
へ

の
指

定
校

枠
を

増
加

。

・
入

学
前

課
題

、
入

学
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
と

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
の

接
続

。
・
A

O
入

試
に

お
け

る
日

本
語

教
師

志
願

者
の

観
点

別
評

価
基

準
の

明
確

化
。

・
A

O
入

試
の

観
点

別
評

価
の

、
推

薦
入

試
、

後
期

入
試

等
へ

の
適

用
。

・
A

O
入

試
に

お
け

る
、

国
語

、
司

書
、

日
本

語
教

師
以

外
の

関
心

領
域

の
評

価
基

準
の

明
確

化
。

・
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

、
面

接
試

験
で

重
視

さ
れ

る
意

欲
・
関

心
の

評
価

法
の

具
体

例
の

提
示

、
そ

れ
に

よ
る

学
科

選
択

に
お

け
る

動
機

づ
け

の
促

進
(文

学
、

言
語

学
、

な
ど

分
野

ご
と

に
検

討
)。

・
A

O
入

試
、

推
薦

入
試

、
後

期
入

試
以

外
の

、
学

力
試

験
と

ポ
リ

シ
ー

の
関

連
性

の
検

討
。

(学
力

試
験

で
問

わ
れ

る
力

と
ポ

リ
シ

ー
が

連
動

し
て

い
な

い
)

・
学

校
司

書
法

制
化

に
と

も
な

う
A

O
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
。

(司
書

教
諭

だ
け

で
な

く
、

学
校

司
書

も
含

め
る

)

 A
O

入
試

に
お

け
る

、
国

語
、

司
書

、
日

本
語

教
師

以
外

の
関

心
領

域
の

評
価

基
準

の
明

確
化

。
➡

一
部

完
了

、
一

部
検

討
中

。
今

年
度

Ａ
Ｏ

入
試

か
ら

導
入

。
(琉

球
文

化
分

野
は

コ
ー

ス
責

任
者

に
作

成
を

依
頼

済
み

)
 オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

、
面

接
試

験
で

重
視

さ
れ

る
意

欲
・
関

心
の

評
価

法
の

具
体

例
の

提
示

、
そ

れ
に

よ
る

学
科

選
択

に
お

け
る

動
機

づ
け

の
促

進
(文

学
、

言
語

学
、

な
ど

分
野

ご
と

に
検

討
)。

➡
完

了
。

今
年

度
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

第
2
回

か
ら

実
施

済
み

。
 A

O
入

試
、

推
薦

入
試

、
後

期
入

試
以

外
の

、
学

力
試

験
と

ポ
リ

シ
ー

の
関

連
性

の
検

討
。

(学
力

試
験

で
問

わ
れ

る
力

と
ポ

リ
シ

ー
が

連
動

し
て

い
な

い
)

➡
検

討
中

。
推

薦
入

試
、

編
入

試
問

題
と

ポ
リ

シ
ー

と
の

関
連

性
は

検
討

済
、

一
般

入
試

、
セ

ン
タ

ー
利

用
入

試
と

ポ
リ

シ
ー

は
ど

う
か

か
わ

っ
て

い
る

の
か

、
さ

ら
な

る
検

討
が

必
要

。
 学

校
司

書
法

制
化

に
と

も
な

う
A

O
ポ

リ
シ

ー
の

見
直

し
。

(司
書

教
諭

だ
け

で
な

く
、

学
校

司
書

も
含

め
る

)
➡

 完
了

。
今

年
度

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

に
て

記
載

済
み

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

日
本

文
化

学
科

は
、

「
人

材
養

成
及

び
教

育
研

究
上

の
目

的
」
を

実
現

す
る

た
め

、
以

下
の

方
針

に
基

づ
い

て
正

課
教

育
を

編
成

す
る

と
と

も
に

、
正

課
外

教
育

を
展

開
し

ま
す

。
1
．

　
各

専
門

分
野

を
学

ぶ
上

で
前

提
と

な
る

基
礎

的
な

思
考

力
、

言
語

運
用

能
力

、
情

報
検

索
能

力
な

ど
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
を

習
得

す
る

た
め

の
「
基

礎
科

目
」
を

設
置

し
ま

す
。

2
．

　
各

専
門

分
野

に
お

け
る

学
問

体
系

の
基

本
を

理
解

し
、

知
的

好
奇

心
を

高
め

る
た

め
の

「
導

入
科

目
」
を

設
置

し
ま

す
。

3
．

　
各

専
門

分
野

に
お

け
る

諸
課

題
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
た

め
の

「
応

用
科

目
」
を

設
置

し
ま

す
。

4
．

　
論

理
的

・
批

判
的

思
考

力
や

課
題

探
究

力
を

養
い

、
卒

業
論

文
を

作
成

す
る

た
め

の
「
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

」
を

設
置

し
ま

す
。

5
．

　
各

専
門

分
野

で
学

ん
だ

知
識

・
技

能
を

総
合

的
・
実

践
的

に
活

用
す

る
力

を
養

う
た

め
の

「
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
科

目
」
を

設
置

し
ま

す
。

6
．

　
各

種
行

事
や

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
、

本
学

科
の

教
育

目
標

を
理

解
し

、
他

者
と

の
多

様
な

関
わ

り
を

経
験

す
る

た
め

の
「
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

(共
に

学
び

合
う

空
間

)」
を

設
置

し
ま

す
。

・
学

び
の

基
盤

と
な

る
意

欲
、

自
己

肯
定

感
を

育
む

た
め

の
M

T
の

実
施

。
・
書

く
力

を
育

成
す

る
た

め
の

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
設

置
。

大
学

院
生

、
学

部
4
年

生
に

よ
る

個
別

指
導

の
導

入
。

・
思

考
力

の
基

礎
と

な
る

読
む

力
の

育
成

、
基

礎
科

目
・
導

入
科

目
の

学
び

を
支

え
る

・
深

め
る

た
め

の
補

助
教

材
と

し
て

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

ブ
ッ

ク
ガ

イ
ド

(教
員

推
薦

図
書

＋
読

書
エ

ッ
セ

イ
)の

制
作

・
配

布
(1

年
生

対
象

)
・
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ス

キ
ル

の
基

礎
で

あ
り

、
社

会
人

基
礎

力
に

も
つ

な
が

る
IC

T
を

高
め

る
た

め
、

上
級

情
報

処
理

士
N

の
認

定
資

格
課

程
を

導
入

。
・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

正
(2

0
1
3
年

度
ス

タ
ー

ト
)に

よ
り

、
基

礎
科

目
・

応
用

科
目

の
階

梯
を

厳
格

化
。

3
年

生
後

期
以

降
に

受
講

す
る

各
分

野
の

総
ま

と
め

科
目

と
し

て
、

ア
ド

バ
ン

ス
ト

科
目

を
開

講
。

・
図

書
館

の
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
支

援
を

積
極

的
に

活
用

し
、

調
べ

る
力

・
書

く
力

を
高

め
る

。
・
「
教

職
合

宿
」
、

ゼ
ミ

合
宿

、
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

、
正

課
外

教
育

で
の

学
び

合
い

の
場

を
積

極
的

に
設

け
る

。

・
学

科
専

門
科

目
に

お
け

る
時

間
外

学
習

、
到

達
目

標
、

ポ
リ

シ
ー

と
の

関
わ

り
の

具
体

的
な

提
示

。
(※

現
在

の
と

こ
ろ

、
十

分
に

提
示

さ
れ

て
い

な
い

科
目

が
多

い
)

・
学

習
に

お
け

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

た
め

の
多

様
な

機
会

の
設

置
(1

年
生

で
の

入
学

前
課

題
表

彰
、

図
書

館
書

評
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

応
募

推
奨

、
2
年

生
で

の
小

論
文

表
彰

➡
ブ

ッ
ク

ガ
イ

ド
へ

の
掲

載
、

4
年

生
か

ら
1
年

生
に

向
け

て
の

キ
ャ

リ
ア

ガ
イ

ダ
ン

ス
)。

・
1
年

生
向

け
各

種
ガ

イ
ダ

ン
ス

(心
の

健
康

、
環

境
な

ど
)と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

の
関

連
性

の
明

確
化

。

・
学

習
に

お
け

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

た
め

の
さ

ら
な

る
機

会
の

設
置

(卒
業

論
文

の
表

彰
、

学
科

内
就

職
内

定
報

告
会

)。

・
 学

習
に

お
け

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

た
め

の
さ

ら
な

る
機

会
の

設
置

(卒
業

論
文

の
表

彰
、

学
科

内
就

職
内

定
報

告
会

)。
➡

試
験

的
に

今
年

度
か

ら
2
年

生
必

修
科

目
「
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

入
門

」
の

中
に

、
1
回

分
、

就
職

内
定

報
告

会
を

取
り

入
れ

る
。

➡
卒

業
論

文
表

彰
に

つ
い

て
は

、
毎

年
必

ず
表

彰
す

る
の

で
は

な
く
、

1
月

末
の

学
科

会
議

で
各

ゼ
ミ

か
ら

推
薦

が
あ

っ
た

場
合

に
審

議
し

て
決

定
す

る
。

表
彰

は
2

年
生

必
修

科
目

「
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

入
門

」
の

最
終

回
に

て
実

施
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

　
日

本
文

化
学

科
は

、
日

本
文

化
及

び
琉

球
文

化
に

対
す

る
造

詣
を

深
め

る
た

め
の

理
論

的
、

か
つ

 実
践

的
な

教
育

を
通

し
て

、
「
こ

と
ば

の
プ

ロ
」
と

し
て

国
際

社
会

、
地

域
社

会
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
教

育
研

究
上

の
目

的
と

し
て

お
り

、
以

下
の

知
識

、
能

力
を

身
に

付
け

る
に

 至
っ

た
人

物
に

学
位

を
授

与
し

ま
す

。
1
．

広
い

領
域

の
知

識
に

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
変

化
す

る
社

会
に

適
用

で
き

る
地

域
の

リ
ー

ダ
ー

た
る

人
物

。
2
．

日
本

文
化

及
び

琉
球

文
化

に
専

門
的

な
知

識
・
能

力
を

持
ち

、
多

文
化

共
生

を
目

指
し

て
次

世
代

に
継

承
で

き
る

人
物

。
3
．

高
度

な
情

報
収

集
能

力
と

的
確

な
自

己
表

現
力

に
よ

っ
て

、
現

代
社

会
の

諸
課

題
を

解
決

で
き

る
人

物
。

4
．

地
域

の
リ

ー
ダ

ー
及

び
教

育
者

と
し

て
、

優
れ

た
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
を

有
し

、
適

切
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
に

よ
っ

て
、

文
化

の
継

承
・
伝

達
に

貢
献

で
き

る
人

物
。

・
必

修
科

目
で

あ
る

卒
業

論
文

の
審

査
基

準
を

統
一

。
文

字
数

4
0
0
字

詰
め

原
稿

用
紙

5
0
枚

(2
万

文
字

)を
下

限
と

す
る

。
・
卒

業
論

文
の

作
成

段
階

で
の

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
各

種
調

査
、

分
析

、
発

表
(論

文
集

の
出

版
を

含
む

)が
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
に

掲
げ

る
人

材
像

の
育

成
を

も
た

ら
す

と
い

う
認

識
の

学
科

内
で

の
共

有

・
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
と

し
て

掲
げ

た
人

物
像

で
あ

る
こ

と
を

卒
業

時
に

評
価

す
る

仕
組

み
と

し
て

、
「
卒

業
論

文
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
元

構
成

要
素

の
見

直
し

、
文

字
数

以
外

の
評

価
基

準
の

設
定

、
そ

の
共

通
化

・
「
卒

業
論

文
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
元

構
成

要
素

の
見

直
し

、
文

字
数

以
外

の
評

価
基

準
の

設
定

、
そ

の
共

通
化

➡
現

時
点

で
文

字
数

の
要

件
も

全
ゼ

ミ
で

守
れ

て
い

な
い

状
況

が
あ

る
の

で
、

無
理

せ
ず

、
ま

ず
は

文
字

数
の

規
定

を
守

る
た

め
の

制
度

づ
く
り

を
進

め
る

こ
と

を
確

認
。

学
科

長
へ

の
P

D
F
提

出
を

義
務

化
す

る
と

と
も

に
、

4
年

生
の

4
月

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
後

期
1
回

目
の

卒
論

の
ゼ

ミ
、

学
年

主
任

か
ら

の
メ

ー
ル

で
、

期
日

と
文

字
数

の
基

準
を

し
っ

か
り

伝
え

る
こ

と
を

決
定

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書
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総
合
文
化
学
部
　
英
米
言
語
文
化
学
科

こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー

英
米
言
語
文
化
学
科
は
、
沖
縄
国
際
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
お
よ
び
学
科
の
教
育
目
標
に
照
ら
し
、
以
下
の
よ
う
な
志
願
者
を

求
め
ま
す
。

1
．
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
意
欲
に
満
ち
た
人
物
。

2
．
英
語
力
の
向
上
に
積
極
的
に
努
力
す
る
人
物
。

3
．
英
語
圏
の
言
語
や
文
化
に
強
い
関
心
を
抱
く
人
物
。

4
．
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
理
想
的
な
人
間
関
係

の
構
築
に
努
力
す
る
人
物
。

○
多
く
の
高
校
生
が
毎
年
複
数
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
、
体
験
授
業
、
在
学
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
通
し
て
本
学
科

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
。

○
A
O
・
推
薦
入
試
課
題
発
表
会
を
開
催
し
、
合
格
発
表
か
ら
大
学

入
学
ま
で
の
学
習
の
充
実
を
促
し
て
い
る
。
特
に
英
書
の
読
書
課

題
は
入
学
後
の
英
文
読
解
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

○
年
度
ご
と
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
在
学
生
に
よ
る
学

科
紹
介
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
工
夫
に
よ
り
、
高
校
生
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
内
容
へ
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

○
A
O
・
推
薦
入
試
課
題
発
表
の
課
題
の
難
易
度
・
妥
当
性
等
に
つ

い
て
毎
年
検
討
会
を
持
ち
、
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

○
左
記
の
取
組
の
更
な
る
充
実
を
図

る
〇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

全
教
員
が
体
験
講
座
を
担
当
す
る

・
学
生
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
展
示
室
の
準
備
、
運

営
を
学
生
主
体
に
す
る

〇
学
科
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
最
新
版
を
作
成
し
、
大
学
案
内

等
で
配
布
し
て
い
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー

英
米
言
語
文
化
学
科
に
お
け
る
教
育
目
標
は
、
「
国
際
社
会
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
実
践
的
英
語
力
と
情
報
処
理
技
術
を
身
に
付
け
、
多
様

な
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
と
対
話
・
交
流
し
な
が
ら
広
い
視
野
で
考

え
、
自
立
的
に
行
動
で
き
る
人
材
」
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
い
て
教
育
課
程
を
編
成
し

ま
す
。

1
．
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
科
目
の
提
供

2
．
英
語
の
4
技
能
を
総
合
的
に
鍛
え
る
科
目
の
提
供

3
．
情
報
処
理
技
術
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
関
連
科
目
の
提

供 4
．
英
語
圏
の
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
の
発
展

科
目
の
提
供

5
．
理
解
力
・
創
造
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
・
論
文
作
成
能
力
を
養

う
た
め
の
少
人
数
制
演
習
科
目
の
提
供

6
．
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
お
い
て
活
用
可
能
な
実
用
的
英
語
科
目

の
提
供

7
．
英
語
教
員
を
目
指
す
者
を
対
象
と
し
た
、
英
語
教
育
領
域
に
関
す

る
専
門
科
目
の
提
供

8
．
日
本
語
教
員
を
目
指
す
者
を
対
象
と
し
た
、
日
本
語
教
育
領
域
に

関
す
る
専
門
科
目
の
提
供

○
毎
年
多
く
の
学
生
が
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
、
計
画

的
な
就
職
活
動
を
心
掛
け
て
い
る
。

○
毎
年
多
く
の
学
生
が
協
定
校
・
非
協
定
校
へ
留
学
し
、
英
語
運
用

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

○
協
定
校
へ
留
学
後
4
年
で
卒
業
し
た
学
生
の
事
例
に
よ
り
在
校

生
の
留
学
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

○
毎
年
多
く
の
学
生
が
英
検
2
級
、
お
よ
び
準
1
級
に
合
格
し
て
い
る

（
英
検
1
級
合
格
者
も
ほ
ぼ
毎
年
出
て
い
る
）
。

○
昨
年
度
第
1
回
大
学
対
抗
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
本
学

科
学
生
4
年
次
が
優
勝
し
て
い
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
実
施

○
国
内
外
留
学
の
奨
励

○
語
学
講
座
の
実
施

○
語
学
検
定
試
験
の
奨
励

○
先
輩
講
話
の
実
施

○
学
内
外
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

○
左
記
の
取
組
の
充
実
を
図
る

○
卒
論
ゼ
ミ
の
定
員
、
教
員
配
置
を

再
検
討
し
、
指
導
体
制
の
更
な
る
改

善
を
図
る

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
早
期
に
実
施

し
、
指
導
内
容
の
更
な
る
充
実
を
図
る

〇
英
語
使
用
に
関
す
る
学
科
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
来
年
度
の
指
導
法
改
善
に
活
か
す
予
定

で
あ
る
。

〇
学
年
ご
と
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
た

〇
1
学
年
を
対
象
に
先
輩
講
話
を
実
施
し
た

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー

英
米
言
語
文
化
学
科
は
、
本
学
科
の
教
育
課
程
に
お
い
て
所
定
の
卒

業
要
件
を
満
た
し
た
学
生
に
対
し
、
以
下
の
資
質
を
有
す
る
も
の
と
判

断
し
、
＜
学
士
＞
を
授
与
し
ま
す
。

1
．
実
践
的
な
英
語
運
用
能
力
。

2
．
情
報
処
理
技
術
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
と
そ
の
運
用
能
力
。

3
．
英
語
圏
の
言
語
や
文
化
に
関
す
る
専
門
的
知
識
。

4
．
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
と
相
互
に
協
力
し
、
自
立
的
に

判
断
し
行
動
す
る
力
。

○
こ
れ
ま
で
多
方
面
へ
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
：
教
員
、
銀

行
員
、
ホ
テ
ル
・
ツ
ー
リ
ス
ト
従
業
員
、
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
空
港

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
公
務
員
等
。

○
こ
れ
ま
で
多
数
の
現
役
・
過
卒
生
が
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し

て
い
る
（
近
年
で
は
、
H
2
5
~H
2
7
年
の
3
年
間
、
連
続
で
現
役
合
格
者

を
輩
出
し
て
い
る
）
。

○
教
員
試
験
二
次
対
策
の
実
施
（
面
接
・
模
擬
授
業
指
導
）

○
左
記
の
取
組
を
継
続
す
る

〇
教
員
試
験
二
次
試
験
対
策
を
実
施
し
た

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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総
合

文
化

学
部

　
社

会
文

化
学

科

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

社
会

文
化

学
科

は
、

沖
縄

国
際

大
学

の
「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
」

を
以

下
の

通
り

に
具

体
化

し
、

「
沖

縄
」
と

「
人

間
」
に

つ
い

て
学

ぶ
意

欲
と

関
心

を
持

ち
、

自
ら

の
個

性
と

人
間

力
の

向
上

に
努

め
る

人
材

を
求

め
ま

す
。

1
．

沖
縄

を
理

解
す

る
た

め
の

知
的

好
奇

心
と

知
的

探
求

心
を

も
つ

人
物

。
2
．

沖
縄

を
と

り
ま

く
世

界
の

社
会

や
文

化
の

動
き

に
深

い
興

味
と

関
心

を
も

つ
人

物
。

3
．

沖
縄

を
と

り
ま

く
世

界
の

問
題

と
向

き
合

う
た

め
の

基
礎

学
力

を
有

す
る

人
物

。
4
．

自
ら

の
問

題
意

識
の

も
と

、
フ

ィ
ー

ル
ド

（
現

場
）
に

出
て

積
極

的
に

情
報

を
集

め
考

え
判

断
し

、
主

体
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
人

物
。

5
．

国
際

交
流

・
地

域
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
学

内
外

の
活

動
に

主
体

性
と

協
調

性
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

人
物

。

◆
入

学
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

と
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
に

お
け

る
フ

ィ
ー

ド
ワ

ー
ク

の
体

験
◆

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

実
現

を
前

提
と

し
た

、
入

学
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
質

化
（
新

聞
切

抜
プ

レ
ゼ

ン
の

導
入

）

◆
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

妥
当

性
の

検
証

◆
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

入
学

者
選

抜
方

法
の

検
討

■
入

学
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
質

化
は

、
昨

年
度

よ
り

具
体

化
し

、
今

年
度

も
継

続
予

定
で

あ
る

。
■

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

検
証

や
入

学
者

選
抜

方
法

の
検

討
に

つ
い

て
は

、
高

大
接

続
改

革
に

関
す

る
議

論
が

進
展

し
て

い
る

状
況

を
踏

ま
え

、
そ

の
一

環
と

し
て

、
今

後
取

り
組

む
予

定
で

あ
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

社
会

文
化

学
科

は
、

沖
縄

国
際

大
学

の
「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
」

を
踏

ま
え

、
学

科
の

「
人

材
養

成
及

び
教

育
研

究
上

の
目

的
」
を

実
現

す
る

た
め

に
、

以
下

の
方

針
に

基
づ

い
て

正
課

教
育

を
編

成
し

、
正

課
外

教
育

を
展

開
し

ま
す

。
1
．

本
学

科
で

学
ぶ

た
め

に
必

要
な

技
能

や
思

考
、

及
び

南
島

地
域

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
す

る
た

め
の

「
導

入
科

目
」
の

提
供

。
2
．

専
門

分
野

に
お

け
る

学
問

体
系

の
基

本
を

理
解

す
る

た
め

の
「
基

礎
科

目
」
の

提
供

。
3
．

専
門

分
野

に
お

け
る

個
別

テ
ー

マ
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
た

め
の

「
発

展
科

目
」
の

提
供

。
4
．

語
学

能
力

を
向

上
さ

せ
つ

つ
、

比
較

文
化

的
観

点
の

育
成

を
め

ざ
す

た
め

の
「
異

文
化

理
解

科
目

」
の

提
供

。
5
．

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
実

践
し

、
地

域
理

解
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
の

「
実

習
科

目
」
の

提
供

。
6
．

専
門

分
野

に
お

け
る

調
査

・
研

究
能

力
を

育
成

し
、

卒
業

論
文

作
成

を
目

的
と

す
る

「
演

習
科

目
」
の

提
供

。
7
．

本
学

科
で

の
学

び
の

意
図

を
理

解
す

る
機

会
と

し
て

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
異

学
年

交
流

を
は

じ
め

多
様

な
他

者
と

の
関

わ
り

を
経

験
す

る
各

種
行

事
な

ど
「
正

課
外

教
育

」
の

提
供

。

◆
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

定
（
コ

ー
ス

制
の

廃
止

と
領

域
制

の
導

入
、

不
要

科
目

の
大

幅
削

減
、

入
門

科
目

の
新

設
な

ど
）

◆
年

次
別

教
育

目
標

、
年

次
別

ゼ
ミ

の
到

達
目

標
の

作
成

◆
専

門
科

目
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
表

の
作

成
と

履
修

指
導

で
の

活
用

◆
実

習
後

の
「
調

査
報

告
書

」
の

作
成

と
関

係
者

へ
の

配
布 ◆

T
e
ac

h
e
rs

 M
an

u
al

 2
0
1
5
の

作
成

◆
初

年
次

ゼ
ミ

と
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
報

告
会

の
融

合
◆

領
域

演
習

に
関

す
る

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
現

役
ゼ

ミ
生

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
の

導
入

◆
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
に

よ
る

履
修

指
導

の
徹

底

◆
卒

業
論

文
認

定
基

準
の

策
定

◆
教

員
間

の
情

報
共

有
に

基
づ

く
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
教

育
の

充
実

◆
領

域
選

択
時

に
お

け
る

G
P

A
お

よ
び

平
均

得
点

の
活

用
◆

成
績

不
良

学
生

指
導

に
お

け
る

G
P

A
お

よ
び

平
均

得
点

の
活

用

■
卒

業
論

文
認

定
基

準
の

策
定

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

実
現

に
至

っ
て

い
な

い
。

■
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

関
す

る
教

員
間

の
情

報
共

有
に

つ
い

て
は

、
学

科
会

議
等

の
機

会
を

と
ら

え
、

適
宜

実
施

し
て

い
る

。
■

領
域

選
択

時
に

お
け

る
G

P
A

お
よ

び
平

均
得

点
の

活
用

に
つ

い
て

は
現

時
点

で
は

未
実

施
で

あ
る

が
、

今
年

度
の

領
域

選
択

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
実

施
要

項
策

定
に

向
け

て
、

議
論

し
た

い
。

■
成

績
不

良
学

生
指

導
に

お
け

る
G

P
A

お
よ

び
平

均
得

点
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

⒗
単

位
未

満
学

生
の

履
修

指
導

、
学

年
初

め
の

時
間

割
指

導
等

に
お

い
て

、
教

員
が

個
人

的
に

活
用

し
て

い
る

こ
と

が
あ

る
が

、
学

科
と

し
て

の
組

織
的

な
対

応
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

社
会

文
化

学
科

は
、

学
科

所
定

の
教

育
課

程
を

終
え

、
学

科
の

「
人

材
養

成
及

び
教

育
研

究
上

の
目

的
」
を

達
成

し
た

学
生

を
、

以
下

の
資

質
を

有
す

る
人

物
と

認
め

、
学

士
を

授
与

し
ま

す
。

1
．

比
較

文
化

的
観

点
に

立
脚

し
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

に
基

づ
い

た
南

島
地

域
(沖

縄
及

び
周

辺
地

域
)研

究
の

能
力

を
習

得
し

た
人

物
。

2
．

地
域

理
解

能
力

と
社

会
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
に

長
け

た
、

問
題

解
決

型
の

人
物

。

◆
卒

業
論

文
報

告
会

の
開

催
◆

卒
業

論
文

報
告

と
卒

業
認

定
と

の
連

動
◆

「
合

同
卒

論
発

表
会

」
の

開
催

■
卒

業
論

文
報

告
と

卒
業

認
定

と
の

連
動

、
「
合

同
卒

論
発

表
会

」
の

開
催

と
も

に
、

具
体

的
な

検
討

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

12



総
合

文
化

学
部

　
人

間
福

祉
学

科
（
福

祉
専

攻
）

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

社
会

福
祉

専
攻

で
は

、
以

下
の

よ
う

な
志

願
者

を
求

め
て

い
ま

す
。

1
．

将
来

、
社

会
の

各
分

野
で

社
会

福
祉

の
専

門
家

と
し

て
働

く
こ

と
を

強
く
希

望
し

、
そ

の
素

質
が

十
分

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

人
物

。
2
．

社
会

福
祉

の
分

野
に

活
か

せ
る

具
体

的
な

能
力

や
技

能
を

有
し

、
大

学
で

の
勉

学
や

将
来

に
お

い
て

活
用

が
期

待
で

き
る

人
物

。
3
．

将
来

、
ア

ジ
ア

や
太

平
洋

地
域

を
は

じ
め

と
す

る
国

際
的

な
場

に
お

け
る

支
援

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
を

熱
望

す
る

人
物

。

1
．

A
O

・
推

薦
入

試
等

の
各

種
入

学
試

験
に

お
い

て
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

す
る

学
生

を
選

考
す

る
と

い
う

統
一

基
準

を
持

ち
、

書
類

選
考

、
面

接
、

小
論

文
審

査
等

を
行

い
、

入
学

者
選

抜
を

実
施

し
て

き
た

。
2
．

A
O

・
推

薦
入

試
合

格
者

に
関

し
て

は
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

実
質

化
と

大
学

で
の

学
び

へ
の

円
滑

な
移

行
を

図
る

た
め

の
入

学
前

課
題

を
課

し
て

い
る

。
ま

た
、

入
学

前
課

題
は

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

初
年

次
教

育
等

に
活

用
し

て
い

る
。

3
．

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

し
た

学
生

像
を

高
校

生
や

保
護

者
向

け
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

た
め

に
、

体
験

講
座

、
専

門
教

育
内

容
の

紹
介

と
個

別
相

談
コ

ー
ナ

ー
、

社
会

福
祉

士
や

精
神

保
健

福
祉

士
お

よ
び

海
外

社
会

福
祉

士
演

習
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
示

を
行

っ
て

い
る

。
体

験
講

座
や

パ
ネ

ル
展

示
で

は
在

学
生

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

作
り

と
当

日
の

説
明

を
担

当
し

て
も

ら
い

、
演

習
ゼ

ミ
の

実
践

的
教

育
と

そ
れ

を
身

に
つ

け
た

在
学

生
と

の
交

流
を

図
り

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

具
体

的
な

側
面

を
高

校
生

に
伝

え
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

1
．

こ
れ

ま
で

の
実

績
（
左

記
）
を

現
在

も
継

続
し

て
い

る
が

、
大

学
説

明
会

等
に

お
い

て
は

社
会

福
祉

専
攻

受
験

者
が

比
較

的
多

く
見

ら
れ

る
高

校
お

よ
び

今
後

さ
ら

に
専

攻
受

験
者

を
増

や
し

た
い

高
校

に
出

向
き

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

ア
ピ

ー
ル

を
行

っ
て

い
る

。
2
．

専
攻

独
自

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

上
記

の
重

点
校

や
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

等
に

お
い

て
配

布
し

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

ア
ピ

ー
ル

を
行

っ
て

い
る

。
3
．

一
部

の
教

員
は

本
学

広
報

が
企

画
す

る
高

大
連

携
の

体
験

講
座

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

高
校

生
と

の
直

接
的

な
交

流
を

通
し

て
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

詳
し

く
伝

え
る

よ
う

に
努

め
て

い
る

。
4
．

一
部

の
教

員
が

ブ
ロ

グ
を

開
設

し
て

お
り

、
そ

の
な

か
で

大
学

教
育

の
紹

介
と

と
も

に
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

関
わ

る
内

容
に

つ
い

て
も

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
る

。

1
．

訪
問

重
点

校
を

さ
ら

に
拡

充
す

る
。

2
．

専
攻

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
内

容
の

充
実

化
を

は
か

り
、

よ
り

高
校

生
の

目
線

に
立

っ
た

内
容

に
し

て
い

き
た

い
。

3
．

高
大

連
携

の
体

験
講

座
に

は
ま

だ
一

部
の

教
員

し
か

参
加

し
て

い
な

い
。

よ
っ

て
、

今
後

は
よ

り
多

く
の

専
攻

教
員

が
積

極
的

に
参

加
す

る
方

法
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。
そ

れ
と

関
連

し
て

、
高

校
生

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
専

攻
独

自
の

イ
ベ

ン
ト

（
例

：
「
福

祉
の

仕
事

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
等

）
を

学
外

で
開

催
し

た
い

。
4
．

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

し
た

専
攻

ポ
リ

シ
ー

の
ア

ピ
ー

ル
は

ま
だ

一
部

の
教

員
し

か
行

っ
て

お
ら

ず
、

専
攻

全
体

と
し

て
の

取
り

組
み

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
よ

っ
て

、
2
0
1
7
年

度
中

に
専

攻
独

自
の

H
P

を
開

設
し

、
S
N

S
と

リ
ン

ク
さ

せ
な

が
ら

広
く
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

き
た

い
。

1
.こ

れ
ま

で
の

取
組

み
を

継
続

中
。

重
点

校
に

つ
い

て
は

傾
向

を
分

析
し

て
選

定
し

て
い

る
。

2
.こ

れ
ま

で
の

取
組

み
を

継
続

中
。

ま
た

、
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

常
設

コ
ー

ナ
ー

を
充

実
さ

せ
て

社
会

福
祉

専
攻

の
ア

ピ
ー

ル
を

し
て

い
る

。
3
.高

大
連

携
の

体
験

講
座

に
つ

い
て

は
新

た
に

３
人

の
教

員
が

参
加

し
た

。
4
.Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
つ

い
て

は
予

算
を

確
保

し
、

準
備

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

社
会

福
祉

専
攻

で
は

、
以

下
の

3
つ

の
視

点
を

重
視

し
て

正
課

教
育

を
編

成
す

る
と

と
も

に
、

正
課

外
教

育
を

展
開

し
ま

す
。

1
．

社
会

福
祉

専
門

職
を

養
成

す
る

教
育

 　
現

在
、

社
会

福
祉

の
現

場
で

は
、

医
療

・
保

健
・
福

祉
の

連
携

が
い

っ
そ

う
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

他
の

専
門

職
と

協
働

し
て

い
く
専

門
性

が
必

要
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

社
会

福
祉

従
事

者
の

専
門

職
化

に
対

応
す

る
た

め
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
重

視
し

、
社

会
福

祉
に

関
す

る
科

目
を

開
設

し
て

、
福

祉
問

題
に

効
果

的
に

対
応

で
き

る
能

力
を

養
い

ま
す

。
2
．

実
践

的
活

動
を

重
視

し
た

教
育

 　
理

論
的

な
学

習
は

も
と

よ
り

、
学

生
自

身
の

実
践

的
な

活
動

を
重

視
す

る
意

味
か

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

お
よ

び
実

習
体

験
に

積
極

的
に

参
加

さ
せ

ま
す

。
学

内
の

「
福

祉
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
支

援
室

」
等

を
通

し
て

学
生

の
実

践
的

活
動

を
支

援
し

、
地

域
へ

の
貢

献
を

奨
励

す
る

と
同

時
に

奉
仕

の
精

神
を

育
て

ま
す

。
3
．

国
際

性
を

育
て

る
教

育
 　

国
際

化
に

対
応

す
る

教
育

の
一

環
と

し
て

、
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
、

現
地

の
施

設
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

組
織

と
の

交
流

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
を

行
い

、
他

の
国

の
社

会
福

祉
制

度
や

生
活

に
ふ

れ
る

学
習

を
通

し
て

国
際

性
を

育
て

ま
す

。

1
．

社
会

福
祉

専
攻

で
は

、
社

会
福

祉
、

医
療

福
祉

、
地

域
福

祉
、

国
際

福
祉

、
精

神
保

健
福

祉
、

福
祉

技
術

等
の

科
目

を
設

定
し

体
系

化
を

行
っ

て
い

る
。

2
．

上
記

専
門

領
域

の
そ

れ
ぞ

れ
の

学
び

に
お

い
て

は
、

地
域

社
会

や
福

祉
現

場
に

積
極

的
に

赴
き

、
実

践
的

な
学

習
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

3
．

福
祉

英
語

や
海

外
社

会
福

祉
演

習
を

開
講

し
、

学
生

が
国

際
性

を
育

む
た

め
の

教
育

を
行

っ
て

い
る

。
と

く
に

、
海

外
社

会
福

祉
演

習
で

は
海

外
の

福
祉

現
場

に
関

す
る

事
前

学
習

を
行

い
、

実
際

に
そ

の
現

場
を

訪
問

す
る

な
ど

ユ
ニ

ー
ク

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
4
．

社
会

福
祉

士
国

家
資

格
、

精
神

保
健

福
祉

士
国

家
資

格
お

よ
び

ス
ク

ー
ル

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
や

社
会

調
査

士
な

ど
各

種
資

格
関

連
の

科
目

の
体

系
化

を
は

か
り

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
と

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
と

の
連

動
の

実
質

化
を

行
っ

て
い

る
。

5
．

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
学

び
と

研
究

の
成

果
物

と
し

て
、

卒
業

年
次

学
生

に
は

「
卒

業
論

文
」
等

の
卒

業
研

究
を

課
し

て
お

り
、

ま
た

一
部

の
教

員
は

卒
業

研
究

の
発

表
会

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
1
．

各
専

門
領

域
の

体
系

化
は

進
ん

で
い

る
が

、
学

外
と

く
に

地
域

社
会

の
事

業
等

と
連

動
し

た
実

践
的

な
学

び
の

部
分

に
関

し
て

は
不

十
分

で
あ

る
た

め
、

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

お
い

て
実

質
化

を
は

か
っ

て
い

き
た

い
。

2
．

福
祉

専
攻

の
専

門
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

資
格

関
連

の
科

目
が

大
き

な
比

重
を

占
め

て
お

り
、

そ
れ

が
シ

ー
リ

ン
グ

等
を

圧
迫

す
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

各
教

員
の

専
門

性
を

活
か

し
た

担
当

科
目

が
設

定
で

き
て

い
な

い
現

状
に

あ
る

。
よ

っ
て

、
今

後
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
運

用
の

適
正

化
を

は
か

っ
て

い
く
。

3
．

「
卒

業
論

文
」
等

の
研

究
成

果
物

の
提

出
者

が
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
そ

の
増

加
を

は
か

っ
て

い
き

た
い

。
そ

の
う

え
で

、
一

部
の

ゼ
ミ

で
実

施
さ

れ
て

い
る

卒
業

研
究

の
発

表
会

に
つ

い
て

、
専

攻
内

の
す

べ
て

の
ゼ

ミ
で

実
施

で
き

る
よ

う
な

工
夫

を
行

っ
て

い
き

た
い

。

1
.新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

が
ス

タ
ー

ト
し

、
地

域
と

連
携

し
た

科
目

が
増

え
た

（
現

代
の

市
民

社
会

、
地

域
連

携
演

習
Ⅰ

、
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
演

習
、

障
害

者
支

援
実

践
演

習
な

ど
）
。

今
後

は
各

科
目

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
予

定
。

2
.科

目
の

見
直

し
を

し
、

中
間

的
科

目
に

移
行

で
き

る
科

目
を

移
行

す
る

こ
と

で
シ

ー
リ

ン
グ

を
圧

迫
し

な
い

よ
う

に
し

た
。

3
.卒

業
研

究
発

表
会

に
つ

い
て

は
、

各
ゼ

ミ
ご

と
に

研
究

報
告

会
を

実
施

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

社
会

福
祉

専
攻

で
は

、
高

度
化

か
つ

多
様

化
す

る
国

際
社

会
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
基

礎
的

技
能

を
修

得
さ

せ
、

社
会

福
祉

学
の

理
論

を
基

礎
に

、
現

場
を

重
視

し
た

実
践

的
教

育
を

通
し

て
、

福
祉

・
医

療
・
保

健
・
教

育
の

各
分

野
で

中
核

と
し

て
活

躍
で

き
る

豊
か

な
人

間
性

と
能

力
を

兼
ね

備
え

た
人

材
を

養
成

し
、

そ
の

条
件

を
満

た
し

た
者

に
社

会
福

祉
学

の
学

位
を

授
与

し
ま

す
。

1
．

4
年

次
学

生
を

対
象

と
し

て
、

「
福

祉
の

仕
事

」
に

関
す

る
専

攻
独

自
の

講
座

を
設

け
て

い
る

。
2
．

本
学

に
お

け
る

社
会

福
祉

士
国

家
試

験
合

格
率

は
、

約
3
0
％

（
全

国
平

均
は

2
8
％

程
度

）
で

あ
る

が
、

一
部

の
ゼ

ミ
で

は
独

自
の

方
法

（
5
～

6
名

単
位

の
自

主
勉

強
会

の
実

施
）
に

取
り

組
で

、
合

格
率

の
向

上
に

寄
与

し
て

い
る

。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
1
．

国
家

資
格

取
得

希
望

学
生

は
全

体
の

約
6
割

で
あ

る
が

、
そ

の
合

格
率

を
さ

ら
に

上
げ

て
い

く
た

め
の

取
り

組
み

（
対

策
講

座
）
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
残

り
の

4
割

の
学

生
が

ど
の

よ
う

な
目

標
を

持
っ

て
い

る
の

か
を

精
査

し
、

そ
れ

が
達

成
で

き
る

具
体

的
な

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
拡

充
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

2
．

社
会

福
祉

専
攻

学
生

は
本

学
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
が

き
わ

め
て

少
な

い
。

と
く
に

国
家

資
格

取
得

を
希

望
し

て
い

な
い

4
割

の
学

生
が

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
と

関
連

し
た

目
標

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
を

促
し

て
い

き
た

い
。

3
．

社
会

福
祉

士
国

家
資

格
の

合
格

率
を

上
げ

る
た

め
の

独
自

の
取

り
組

み
（
自

主
勉

強
会

な
ど

）
は

一
部

の
ゼ

ミ
で

し
か

行
わ

れ
て

い
な

い
。

今
後

は
自

主
勉

強
会

等
の

取
り

組
み

が
専

攻
内

で
広

く
取

り
組

め
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

そ
の

一
環

と
し

て
、

本
学

キ
ャ

リ
ア

支
援

課
の

資
格

講
座

に
お

い
て

国
家

資
格

の
た

め
の

講
座

を
設

け
て

も
ら

う
よ

う
働

き
か

け
る

。

1
.こ

れ
ま

で
の

取
組

み
を

継
続

中
で

あ
る

。
ま

た
、

学
外

の
福

祉
団

体
と

連
携

し
て

福
祉

の
仕

事
に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

イ
ベ

ン
ト

の
情

報
提

供
を

し
て

い
る

。
　

さ
ら

に
、

昨
年

度
は

沖
国

大
の

学
生

を
対

象
に

事
業

所
説

明
会

を
実

施
し

好
評

だ
っ

た
。

2
. 
新

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

２
年

次
か

ら
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
今

後
参

加
学

生
が

増
え

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

3
.社

会
福

祉
士

国
家

資
格

の
合

格
率

を
上

げ
る

た
め

の
独

自
の

取
組

み
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
合

格
者

の
集

い
や

集
中

講
座

の
開

催
、

模
擬

試
験

や
学

外
講

座
（
ネ

ッ
ト

講
座

含
め

）
の

情
報

提
供

を
し

て
き

た
。

ま
た

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
課

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
ど

の
よ

う
な

形
が

可
能

な
の

か
専

攻
内

で
の

検
討

を
進

め
て

い
る

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

13



総
合

文
化

学
部

　
人

間
福

祉
学

科
（
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

専
攻

）

こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

　
人

間
福

祉
学

科
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

専
攻

は
、

沖
縄

国
際

大
学

の
「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
」
を

以
下

の
通

り
具

現
化

し
、

人
間

の
こ

こ
ろ

に
関

心
を

持
ち

、
自

ら
の

個
性

と
人

間
力

の
向

上
に

努
め

る
人

物
を

求
め

ま
す

。
1
．

人
間

の
「
こ

こ
ろ

と
行

動
」
と

「
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

」
に

つ
い

て
学

ぶ
意

欲
と

関
心

を
持

つ
人

物
。

2
．

大
学

で
学

ぶ
こ

と
に

強
い

意
欲

と
関

心
を

持
ち

、
自

ら
学

び
、

常
に

自
己

研
鑽

、
自

己
成

長
に

努
め

る
人

物
。

（
自

分
を

成
長

さ
せ

よ
う

と
い

う
意

欲
と

態
度

を
持

つ
人

）
3
．

人
間

の
こ

こ
ろ

や
行

動
の

成
り

立
ち

、
働

き
に

つ
い

て
、

心
理

学
的

な
立

場
か

ら
的

確
に

理
解

し
、

日
常

生
活

に
実

践
的

に
応

用
し

た
い

と
い

う
真

摯
な

態
度

を
持

つ
人

物
。

1
．

A
O

・
推

薦
入

試
、

一
般

入
試

後
期

、
編

入
　

な
ど

の
各

入
試

種
別

に
お

い
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

す
る

学
生

を
選

考
す

る
と

い
う

統
一

基
準

を
持

ち
、

書
類

選
考

、
面

接
、

小
論

文
審

査
等

を
行

い
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

い
た

入
学

者
選

抜
を

全
教

員
で

担
当

し
実

施
し

て
き

た
。

2
．

A
O

・
推

薦
入

試
合

格
者

に
関

し
て

は
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
の

実
現

を
前

提
と

し
て

、
大

学
で

の
学

び
へ

の
円

滑
な

移
行

を
図

る
た

め
の

入
学

前
課

題
を

課
し

、
2
回

の
事

前
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

課
題

取
り

組
み

へ
の

指
導

を
全

教
員

で
担

当
し

実
施

し
て

き
た

。
3
．

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

し
た

学
生

像
や

そ
れ

を
実

現
す

る
た

め
の

入
学

前
や

入
学

後
の

学
習

過
程

に
つ

い
て

、
学

科
紹

介
、

体
験

講
座

、
心

理
学

体
験

コ
ー

ナ
ー

、
パ

ネ
ル

展
示

、
相

談
コ

ー
ナ

ー
で

周
知

し
て

き
た

。
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
取

り
組

み
も

全
教

員
で

担
当

し
、

心
理

学
体

験
コ

ー
ナ

ー
と

パ
ネ

ル
展

示
で

は
、

在
学

生
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

り
、

当
日

の
説

明
を

担
当

し
て

も
ら

い
、

実
際

に
本

専
攻

で
教

え
て

い
る

教
員

の
姿

や
、

そ
こ

で
学

ん
で

い
る

学
生

の
姿

を
見

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
て

き
た

。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
国

家
資

格
と

し
て

の
公

認
心

理
師

が
成

立
し

た
た

め
、

今
後

そ
の

取
得

が
可

能
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
し

て
い

く
こ

と
に

あ
わ

せ
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
。

1
．

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
2
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。
3
.A

O
入

試
種

に
お

い
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

す
る

学
生

を
選

考
す

る
た

め
に

、
応

募
書

類
の

様
式

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

人
間

福
祉

学
科

心
理

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
専

攻
は

、
沖

縄
国

際
大

学
の

「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
」
を

踏
ま

え
、

本
専

攻
の

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
を

実
現

す
る

た
め

に
、

以
下

の
方

針
に

基
づ

い
て

正
課

教
育

を
編

成
し

、
正

課
外

教
育

を
展

開
し

ま
す

。
1
．

人
間

の
こ

こ
ろ

や
行

動
を

理
解

す
る

た
め

の
心

理
学

の
知

識
と

技
術

を
学

ぶ
専

門
科

目
。

2
．

心
理

学
的

現
象

を
論

理
的

に
考

え
説

明
で

き
る

力
（
論

理
的

思
考

力
、

問
題

解
決

能
力

、
表

現
力

）
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

、
実

験
・
観

察
・
調

査
な

ど
の

実
証

的
研

究
法

を
学

ぶ
専

門
科

目
。

3
．

現
代

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
に

関
心

を
持

ち
、

課
題

解
決

に
役

立
つ

傾
聴

力
、

共
感

性
、

対
人

援
助

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
臨

床
心

理
学

の
実

践
的

な
知

識
と

技
法

を
学

ぶ
専

門
科

目
。

4
．

心
理

学
お

よ
び

臨
床

心
理

学
へ

の
関

心
を

高
め

、
そ

の
知

識
と

技
法

を
社

会
生

活
に

応
用

す
る

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

実
践

的
・
体

験
的

実
習

を
重

視
し

た
専

門
科

目
。

5
．

心
理

学
お

よ
び

臨
床

心
理

学
の

知
識

と
技

法
を

も
っ

て
社

会
貢

献
で

き
る

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、

多
様

な
他

者
と

関
わ

り
な

が
ら

協
働

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
学

生
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

、
地

域
支

援
）
参

画
の

機
会

を
提

供
す

る
正

課
教

育
や

正
課

外
教

育
・
活

動
。

1
．

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
学

生
に

求
め

ら
れ

る
能

力
育

成
に

適
切

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
と

な
る

よ
う

、
基

礎
か

ら
応

用
ま

で
の

心
理

学
の

幅
広

い
領

域
を

網
羅

し
た

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

で
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

提
供

し
て

き
た

。
2
．

「
実

験
、

調
査

、
観

察
な

ど
の

実
証

的
手

法
を

通
し

て
、

心
理

学
的

現
象

を
論

理
的

に
考

え
説

明
で

き
る

力
が

身
に

つ
い

て
い

る
人

物
」
と

い
う

資
質

を
成

果
と

し
て

達
成

す
る

た
め

に
、

1
年

生
か

ら
4
年

生
に

か
け

て
の

専
門

ゼ
ミ

活
動

と
心

理
学

研
究

法
、

心
理

統
計

学
と

い
っ

た
科

目
を

重
視

し
、

卒
業

論
文

の
作

成
を

積
極

的
に

奨
励

し
て

き
た

。
特

に
、

1
年

次
か

ら
4
年

次
に

か
け

て
の

専
門

ゼ
ミ

に
お

い
て

、
論

文
作

成
リ

テ
ラ

シ
ー

を
積

み
上

げ
式

に
養

成
す

る
た

め
、

1
、

2
年

ゼ
ミ

は
、

大
学

へ
の

適
応

と
学

び
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

導
入

の
段

階
お

よ
び

実
証

的
研

究
方

法
の

実
践

的
な

知
識

と
技

法
を

学
び

卒
業

論
文

作
成

に
向

け
た

準
備

を
す

る
段

階
と

し
、

担
当

教
員

が
協

議
し

て
演

習
内

容
を

検
討

し
、

体
系

的
な

共
通

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

て
き

た
。

3
．

専
門

科
目

に
は

、
実

験
や

実
習

お
よ

び
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

う
科

目
が

あ
り

、
実

践
的

体
験

的
な

学
び

を
提

供
し

て
き

た
。

心
理

学
の

学
び

と
専

門
職

と
の

繋
が

り
を

知
り

、
社

会
貢

献
を

意
識

し
た

学
び

が
で

き
る

よ
う

「
心

理
学

と
職

業
（
集

中
）
」
を

実
施

し
て

き
た

4
．

大
学

で
の

主
体

的
な

学
修

行
動

と
学

修
方

法
を

修
得

さ
せ

る
た

め
に

、
1
年

か
ら

3
年

に
か

け
て

の
ゼ

ミ
活

動
で

、
正

課
内

外
の

学
習

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
調

べ
学

習
か

ら
ゼ

ミ
研

究
ま

で
）
に

取
り

組
む

機
会

を
提

供
し

、
実

践
的

知
識

と
技

法
を

教
育

し
て

き
た

。
5
．

専
門

科
目

お
よ

び
ゼ

ミ
と

連
動

し
て

、
学

習
支

援
、

障
害

者
支

援
、

難
病

支
援

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
画

す
る

機
会

を
提

供
し

て
き

た
。

多
様

な
他

者
と

協
働

す
る

機
会

づ
く

り
、

学
生

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く
り

と
し

て
、

各
学

年
の

各
ゼ

ミ
の

ゼ
ミ

長
か

ら
構

成
さ

れ
る

「
ゼ

ミ
長

会
」
を

結
成

し
、

学
生

中
心

の
交

流
活

動
、

専
攻

行
事

の
企

画
運

営
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

体
制

の
構

築
を

支
援

し
て

き
た

。

1
．

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
2
．

シ
ラ

バ
ス

や
講

義
資

料
に

お
い

て
、

各
講

義
の

達
成

目
標

の
明

示
、

時
間

外
学

習
の

具
体

的
な

提
示

と
説

明
を

実
施

す
る

よ
う

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
3
．

入
学

後
の

体
系

的
な

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
基

盤
を

つ
く
る

た
め

に
、

心
理

学
お

よ
び

臨
床

心
理

学
の

知
識

と
技

法
を

学
ぶ

こ
と

と
社

会
貢

献
で

き
る

力
と

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
繋

げ
る

、
研

修
や

科
目

（
心

理
学

と
職

業
）
を

継
続

し
つ

つ
、

上
級

学
年

に
向

け
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
討

し
て

い
る

。

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
今

後
そ

の
取

得
が

可
能

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

変
更

し
て

い
く
。

こ
れ

に
あ

わ
せ

て
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
。

1
．

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
2
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

　
人

間
福

祉
学

科
心

理
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

専
攻

は
、

専
攻

所
定

の
教

育
課

程
を

終
え

、
本

学
科

の
「
人

材
及

び
研

究
上

の
目

的
」
を

達
成

し
た

学
生

を
、

以
下

の
資

質
を

有
す

る
人

物
と

認
め

、
学

士
を

授
与

し
ま

す
。

1
．

人
間

の
こ

こ
ろ

や
行

動
を

、
生

物
学

的
、

個
人

的
、

社
会

文
化

的
要

因
の

影
響

関
係

の
中

で
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
人

物
。

2
．

実
験

、
調

査
、

観
察

な
ど

の
実

証
的

手
法

を
通

し
て

、
心

理
学

的
現

象
を

論
理

的
に

考
え

説
明

で
き

る
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

人
物

。
3
．

心
理

学
的

視
座

か
ら

現
代

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
に

つ
い

て
関

心
を

持
ち

、
人

と
の

つ
な

が
り

の
中

で
実

践
的

に
問

題
解

決
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
人

物
。

1
．

卒
業

論
文

の
作

成
を

4
年

間
の

学
修

成
果

の
集

大
成

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
る

。
卒

業
論

文
の

作
成

を
通

し
て

、
心

理
学

的
現

象
や

社
会

的
問

題
を

論
理

的
か

つ
実

証
的

な
見

地
か

ら
理

解
し

、
問

題
の

把
握

・
分

析
・
説

明
、

そ
し

て
、

解
決

に
向

け
て

実
践

的
に

取
り

組
む

力
を

育
成

し
て

き
た

。
直

近
3
年

間
の

卒
業

論
文

ポ
ス

タ
ー

発
表

会
の

演
題

数
は

、
H

2
7
：
5
5
題

、
H

2
6
 ：

5
4
題

、
H

2
5
：
5
8
題

で
あ

っ
た

。
2
．

平
成

1
6
年

～
平

成
2
7
年

ま
で

に
、

5
0
名

が
大

学
院

（
臨

床
心

理
士

養
成

大
学

院
以

外
も

含
む

）
に

進
学

し
、

内
2
4
名

が
臨

床
心

理
士

資
格

を
取

得
し

て
い

る
。

3
．

平
成

2
6
年

～
平

成
2
8
年

度
ま

で
に

、
心

理
学

検
定

の
合

格
者

（
7
0
名

；
特

1
級

：
6
名

、
1

級
：
2
1
名

、
 2

級
：
4
3
名

）
が

継
続

的
に

出
て

い
る

。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
国

家
資

格
と

し
て

の
公

認
心

理
師

が
成

立
し

た
た

め
、

今
後

そ
の

取
得

が
可

能
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
し

て
い

く
こ

と
に

あ
わ

せ
て

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
。

1
．

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
2
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。
3
．

こ
れ

ま
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

履
修

し
て

き
た

卒
業

生
と

在
学

生
に

対
し

て
は

、
公

認
心

理
師

に
関

す
る

情
報

の
周

知
に

努
め

、
資

格
取

得
を

希
望

す
る

者
が

移
行

期
間

の
内

に
資

格
取

得
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
る

。
4
．

平
成

2
8
年

度
の

卒
業

論
文

ポ
ス

タ
ー

発
表

会
の

演
題

数
は

7
5
題

，
平

成
2
8
年

度
ま

で
の

大
学

院
進

学
者

は
5
6
名

，
平

成
2
9
年

ま
で

の
心

理
学

検
定

の
合

格
者

は
9
6
名

（
特

1
級

：
8
名

、
1
級

：
3
2
名

、
 2

級
：
5
6
名

）
で

あ
る

。

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書

14



 
２．大学院研究科専攻における進捗状況 
 
昨年度報告された本学大学院における 3 つのポリシー達成に向けた教育改革・改善の取り組み状況

を踏まえた今年度の進捗状況の概要は、以下のとおりである。 
 
① アドミッション・ポリシー関連 

各専攻とも、アドミッション・ポリシーを周知して、入学希望者のニーズと専攻分野とのマッチ

ングを図り、それを踏まえて、当該ポリシーに合致する学生を選抜するため、本学在学生又は学外

の入学希望者に向けて、大学院説明会やオープンキャンパスを複数回開催する取り組みを、今年度

も継続して実施している。また、専攻によっては、本学の在学生や卒業生の大学院進学希望者に向

けた説明の場として、ゼミや修士論文中間報告会を活用する例もみられた。 
加えて、地域文化研究科人間福祉専攻社会福祉学領域では、現職の福祉従事者の受け入れ促進の

ために、職能団体と連携して社会人がより学びやすい環境の整備を図ることを引き続き検討してい

るほか、地域文化研究科人間福祉専攻臨床心理学領域は、国家資格としての公認心理師の育成のた

め、カリキュラムの変更と、それを踏まえたアドミッション・ポリシーの見直しに着手したところ

である。 
 

② カリキュラム・ポリシー関連 
  各専攻とも、カリキュラム・ポリシーに沿った専攻教育を実践するため多彩な専門講義科目やオ

ムニバス科目を、今年度も引き続き提供している。 
  また、各専攻とも、学生への修士論文指導をより充実させるための取り組みとして、そのための

専門講義科目を配置して、担当教員による少人数教育や対面指導を引き続き実施していることに加

え、地域文化研究科英米言語文化専攻においては、今年度、修士論文作成指導のさらなる充実・強

化を図るため、特殊研究科目を新たに追加し、学生の選択肢を広げるカリキュラム改正を行った。 
なお、地域文化研究科臨床心理学専攻は新たな国家資格としての公認心理師の育成に対応するた

めに、地域産業研究科地域産業専攻は研究科改革構想検討委員会の検討結果を踏まえて、それぞれ

カリキュラム改正に着手したところであり、法学研究科法律学専攻においても、カリキュラムの見

直しに向けた検討を始める予定である。 
 
③ ディプロマ・ポリシー関連 

各専攻とも、引き続きディプロマ・ポリシーに沿った学位授与を行っており、例えば、地域文化

研究科南島文化専攻では自治体で活躍する人材を、地域文化研究科人間福祉専攻臨床心理学領域は

臨床心理士を、地域産業研究科地域産業専攻は本学内の研究所の助手を、法学研究科法律学専攻は

税理士を、それぞれ輩出している。 
 

 
以上の進捗状況から、本学大学院においては、各専攻とも、3 つのポリシー達成に向けて昨年度の

成果を踏まえた改善がなされるなど、今年度も鋭意精力的に取り組みを実施していることが窺える。

また、多くの専攻が、既存のポリシーの見直しを見据えた取り組みに着手しており、今後は、それら

を踏まえたポリシー改定を実現していくことが肝要となろう。 
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こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー

法
学
研
究
科
で
は
、
そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
入
学
者
に
は
、
大

学
卒
業
程
度
の
基
礎
的
学
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
特
に
以
下

の
点
に
つ
い
て
十
分
な
適
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

１
．
法
学
に
関
し
て
深
い
関
心
を
も
ち
、
自
ら
学
び
研
究
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い

る
人
物

２
．
法
学
の
諸
分
野
に
お
い
て
、
自
ら
の
問
題
意
識
か
ら
課
題
を
設
定
し
て
、
修

士
論
文
を
作
成
す
る
強
い
意
思
を
持
っ
て
い
る
人
物

３
．
法
学
に
関
す
る
高
度
な
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
業
人
と
し
て
、
地
域
社
会

お
よ
び
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
人
物

大
学
院
説
明
会
の
開
催
（
年
2
～
3
回
・
2
0
0
9

年
度
～
）

大
学
院
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
て
、
大
学

院
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
す
る
の
か
、
ま

た
大
学
院
入
試
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
勉
強
し

た
ら
良
い
の
か
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
法
学
研
究
科
の
入
学
希

望
者
に
対
す
る
研
究
内
容
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
い
る
。

大
学
院
説
明
会
の
開
催
（
年
2
～
4
回
）

大
学
院
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
て
、
大
学

院
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
す
る
の
か
、
ま

た
大
学
院
入
試
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
勉
強
し

た
ら
良
い
の
か
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
法
学
研
究
科
の
入
学
希

望
者
に
対
す
る
研
究
内
容
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
る
た
め
、
今
年
度
も
実
施
し
た
。

大
学
院
説
明
会
の
開
催
（
年
2
～
5
回
）

今
後
も
開
催
す
る
予
定
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
説

明
会
を
開
催
し
、
大
学
院
入
学
希
望
者
を
対
象
と
し
て
、

大
学
院
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
す
る
の
か
、
ま
た
大
学

院
入
試
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
た
ら
良
い
の
か
な

ど
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
法
学
研

究
科
の
入
学
希
望
者
に
対
す
る
研
究
内
容
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
2
回
実
施
し
た
。

　 　
今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
大

学
院
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
出
席
者
と
受
験
者

の
相
関
性
等
に
つ
い
て
精
査
し
た
上
で
、
今
後
の
開
催
回

数
・
実
施
方
法
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー

法
学
研
究
科
は
、
そ
の
教
育
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
公
法
・
基
礎
法
領
域

と
民
・
刑
事
法
領
域
と
い
う
2
つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て

は
以
下
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。

１
．
憲
法
、
行
政
法
、
法
哲
学
、
法
制
史
、
税
法
（
公
法
・
基
礎
法
領
域
）
、
民

法
、
商
法
、
刑
法
、
刑
事
政
策
、
国
際
私
法
（
民
・
刑
事
法
領
域
）
と
い
っ
た
多
様

な
科
目
の
中
か
ら
、
自
ら
の
関
心
や
将
来
の
進
路
に
応
じ
て
特
殊
研
究
を
選
択

す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
き
め
細
か
な
研
究
指
導
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す

２
．
集
中
講
義
（
法
律
学
特
論
Ⅰ
～
Ⅷ
）
を
開
講
し
、
県
外
か
ら
講
師
を
招
聘
し

て
、
最
新
の
法
律
問
題
や
理
論
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す

３
．
社
会
人
学
生
へ
の
配
慮
と
し
て
、
講
義
科
目
は
主
と
し
て
夜
間
に
開
講
し
て

い
ま
す

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
の
開
講
（
2
0
1
5
年
度
～
）

大
学
院
入
学
者
の
研
究
に
お
け
る
視
野
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
2
7
年
度
よ
り

入
学
者
の
専
攻
科
目
以
外
の
専
門
科
目
に

つ
い
て
各
教
員
が
そ
の
専
門
的
知
識
を
提
供

す
る
た
め
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
を
開
講
し
て

い
る
（
1
年
次
前
期
・
2
単
位
）

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
講
義

（
2
0
0
3
年
度
～
）

最
新
の
法
律
問
題
等
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
と
し
て
、
県
外
か
ら
専
門
家
の
講
師
を
招

聘
し
、
毎
年
集
中
講
義
を
開
講
し
て
い
る
。

講
義
科
目
の
夜
間
・
土
曜
開
講

社
会
人
学
生
が
多
く
を
占
め
る
関
係
か
ら
、

講
義
を
夜
間
又
は
土
曜
に
開
講
し
、
社
会
人

学
生
が
学
び
や
す
い
環
境
を
確
保
し
て
い

る
。

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
の
開
講

平
成
2
7
年
度
よ
り
開
講
し
て
い
る
オ
ム
ニ
バ

ス
講
義
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

大
学
院
生
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
内
容
に
修

正
し
、
開
講
し
た
（
1
年
次
前
期
・
2
単
位
）

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
講
義

最
新
の
法
律
問
題
等
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
と
し
て
、
県
外
か
ら
専
門
家
の
講
師
を
招

聘
し
、
毎
年
集
中
講
義
を
開
講
し
て
い
る
。

講
義
科
目
の
夜
間
・
土
曜
開
講

社
会
人
学
生
が
多
く
を
占
め
る
関
係
か
ら
、

講
義
を
夜
間
又
は
土
曜
に
開
講
し
、
社
会
人

学
生
が
学
び
や
す
い
環
境
を
確
保
し
て
い

る
。

オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
の
開
講

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
講
義

講
義
科
目
の
夜
間
・
土
曜
開
講

今
後
も
実
施
す
る
予
定
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
オ
ム
ニ
バ
ス

講
義
を
平
成
2
7
年
度
よ
り
開
講
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
大
学
院
生
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
内
容
に
修
正
し
、
開
講
し
た
（
1
年
次
前
期
・
2
単

位
）
。
ま
た
、
最
新
の
法
律
問
題
等
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
と
し
て
、
学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
集
中
講
義
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
加
え
て
、
社
会
人
学
生
が
多
く
を
占
め
る
関
係
か
ら
、
学

生
が
学
び
や
す
い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
講
義
科
目

の
夜
間
・
土
曜
開
講
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

行
く
予
定
で
あ
る
。

　
今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
は
、
現
在
開
講
さ
れ
て
い
な
い
科

目
等
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

の
必
要
性
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
す
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
指
導
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
他
大
学
・
他
研

究
科
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
上
で
、
法
学
研
究
科
の

指
導
体
制
の
問
題
点
を
洗
い
出
す
予
定
で
あ
る
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー

法
学
研
究
科
は
、
建
学
の
精
神
を
踏
ま
え
て
、
法
学
に
関
す
る
高
度
で
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
そ
の
教
育
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
目
的
の
た
め
に
、
学
位
授
与
の
方
針
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
法
学
に
関
す
る
高
度
な
知
識
を
有
し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て

法
的
思
考
を
も
っ
て
解
決
す
る
能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と

２
．
法
学
に
関
す
る
研
究
を
自
立
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
を
修

士
論
文
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

３
．
法
学
に
関
す
る
高
度
の
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
職
業
に
必
要
な
能
力
を
有

し
て
い
る
こ
と

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
審
査

（
2
0
0
3
年
度
～
）

修
論
審
査
に
お
い
て
学
外
か
ら
専
門
家
を
2

人
招
聘
す
る
こ
と
で
、
合
格
者
の
修
士
論
文

が
一
定
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
、
そ

の
こ
と
を
持
っ
て
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
人
材
の
要
請
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
審
査

修
論
審
査
に
お
い
て
学
外
か
ら
専
門
家
を
2

人
招
聘
す
る
こ
と
で
、
合
格
者
の
修
士
論
文

が
一
定
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
、
そ

の
こ
と
を
持
っ
て
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を

持
っ
た
人
材
の
要
請
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

学
外
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
の
審
査

今
後
も
招
聘
す
る
予
定
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
学
外
か
ら
専

門
家
を
招
聘
し
て
の
審
査
修
論
審
査
に
お
い
て
学
外
か

ら
専
門
家
を
2
人
招
聘
す
る
こ
と
で
、
合
格
者
の
修
士
論

文
が
一
定
水
準
以
上
で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
、
そ
の
こ
と
を

持
っ
て
、
高
度
な
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
要
請
に

資
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
専
門
家
を
招
聘
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
今
後
取
り
組
む
予
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
指
導
体

制
の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
が
終
了
し
た
後
、
全
体
的
な

状
況
を
踏
ま
え
て
今
後
の
方
向
性
を
出
す
予
定
で
あ
る
。

法
学
研
究
科
　
法
律
学
専
攻

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー

地
域

産
業

研
究

科
は

、
経

済
、

経
営

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
会

計
、

情
報

、
環

境
な

ど
の

学
術

分
野

の
有

機
的

な
連

携
の

下
に

、
各

領
域

の
専

門
性

の
深

化
と

併
せ

て
広

い
視

野
に

立
っ

た
思

考
能

力
を

有
す

る
専

門
的

職
業

人
を

養
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
以

下
の

よ
う

な
人

物
を

受
け

入
れ

ま
す

。
１

. 
各

専
攻

領
域

に
関

す
る

知
識

及
び

専
門

的
な

素
養

を
有

す
る

人
物

。
２

. 
企

業
、

行
政

お
よ

び
教

育
な

ど
の

実
務

現
場

で
将

来
、

地
域

社
会

、
国

際
社

会
の

発
展

に
寄

与
で

き
る

豊
か

な
素

養
と

能
力

・
意

欲
を

備
え

た
人

物
。

税
務

会
計

演
習

を
設

置
し

て
税

理
士

資
格

取
得

を
目

指
す

学
生

へ
の

指
導

を
強

化
す

る
と

同
時

に
、

本
学

法
学

研
究

科
と

の
連

携
に

よ
り

税
理

士
資

格
の

取
得

へ
の

道
を

開
い

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

の
実

績
と

し
て

税
理

士
資

格
の

取
得

者
、

税
理

士
と

し
て

実
際

活
動

し
て

い
る

も
の

若
干

名
輩

出
し

て
い

る
。

・
地

域
産

業
研

究
科

改
革

構
想

検
討

委
員

会
を

組
織

し
て

、
問

題
点

の
把

握
な

ど
今

後
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

方
針

な
ど

の
議

論
を

行
っ

て
い

る
。

地
域

産
業

研
究

科
改

革
構

想
検

討
委

員
会

の
答

申
を

も
と

に
研

究
科

会
で

議
論

を
行

い
必

要
に

応
じ

た
対

策
を

講
じ

る
。

 必
要

に
応

じ
て

地
域

産
業

研
究

科
改

革
構

想
検

討
委

員
会

を
中

心
に

改
革

を
検

討
し

て
い

く
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

地
域

産
業

の
振

興
を

促
進

す
る

上
で

直
面

す
る

様
々

な
課

題
に

実
践

的
に

対
処

で
き

、
国

際
的

に
も

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、

次
の

よ
う

な
方

針
に

沿
っ

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

作
成

し
て

い
ま

す
。

１
. 
広

範
な

講
義

科
目

群
よ

り
専

門
知

識
を

習
得

す
る

と
共

に
複

合
知

識
を

実
社

会
に

お
い

て
体

現
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

。
２

. 
研

究
指

導
分

野
に

関
わ

る
指

導
教

員
群

と
の

相
互

討
論

に
よ

っ
て

自
ら

の
問

題
意

識
を

明
確

に
し

、
個

別
課

題
に

取
り

組
む

。
３

. 
修

士
論

文
ま

た
は

特
定

課
題

研
究

を
完

成
し

、
自

己
の

研
究

を
専

門
分

野
の

中
に

位
置

づ
け

、
研

究
の

成
果

と
意

義
に

つ
い

て
客

観
的

に
把

握
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
。

地
域

産
業

セ
ミ

ナ
ー

に
よ

る
オ

ム
ニ

バ
ス

形
式

の
講

義
を

設
置

し
、

経
済

・
経

営
・
情

報
な

ど
多

彩
な

分
野

の
内

容
を

受
講

さ
せ

る
こ

と
で

複
合

知
識

を
実

社
会

に
お

い
て

体
現

さ
せ

る
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

て
い

る
。

専
門

演
習

の
特

殊
研

究
科

目
に

つ
て

は
通

年
開

講
に

し
て

一
貫

し
た

指
導

を
行

っ
て

い
る

。

定
年

退
職

に
よ

り
欠

落
す

る
演

習
科

目
に

つ
い

て
は

大
学

院
の

教
員

を
増

や
す

こ
と

で
対

応
す

る
。

博
士

課
程

課
程

を
創

設
し

研
究

者
養

成
を

目
指

す
。

現
在

、
地

域
産

業
研

究
科

に
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
正

を
行

っ
て

い
る

。
博

士
課

程
の

進
学

者
を

念
頭

に
研

究
者

を
養

成
す

る
。

　
必

要
に

応
じ

て
地

域
産

業
研

究
科

改
革

構
想

検
討

委
員

会
を

中
心

に
改

革
を

検
討

し
て

い
く
。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

１
. 
所

定
の

年
限

在
学

し
、

研
究

指
導

を
受

け
、

本
研

究
科

の
目

的
に

沿
っ

て
設

定
し

た
科

目
を

履
修

し
て

、
所

定
の

単
位

を
修

得
し

、
か

つ
修

士
論

文
ま

た
は

特
定

課
題

研
究

を
提

出
し

て
、

所
定

の
試

験
に

合
格

す
る

こ
と

が
課

程
修

了
の

要
件

で
す

。
２

. 
地

域
産

業
に

関
係

す
る

専
門

的
・
複

合
的

な
学

識
を

備
え

、
専

攻
領

域
に

お
け

る
研

究
能

力
及

び
知

識
、

高
度

な
職

業
人

と
し

て
の

優
れ

た
能

力
及

び
知

識
を

身
に

つ
け

て
い

る
か

ど
う

か
が

、
課

程
修

了
の

目
安

と
な

り
ま

す
。

平
成

2
8
年

度
よ

り
修

士
論

文
中

間
審

査
会

を
2
回

開
催

（
8
月

、
1
1
月

）
と

し
、

修
士

論
文

の
進

捗
状

況
を

逐
次

報
告

さ
せ

る
こ

と
で

院
生

の
修

論
作

成
を

促
進

さ
せ

て
い

る
。

大
学

院
専

門
の

事
務

局
の

設
置

を
要

望
し

て
大

学
院

学
生

と
の

緊
密

な
連

携
を

図
る

と
同

時
に

指
導

体
制

を
強

化
す

る
。

助
手

制
度

を
確

立
し

て
本

学
研

究
者

養
成

を
目

指
す

 本
学

内
の

研
究

所
で

研
究

助
手

と
し

て
適

宜
採

用
し

て
い

る
。

　
必

要
に

応
じ

て
地

域
産

業
研

究
科

改
革

構
想

検
討

委
員

会
を

中
心

に
改

革
を

検
討

し
て

い
く
。

地
域

産
業

研
究

科
　

地
域

産
業

専
攻 ３

つ
の

ポ
リ

シ
ー

進
捗

状
況

報
告

書
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こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー

本
研
究
科
本
専
攻
が
入
学
者
と
し
て
求
め
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
で

す
。

１
．
言
語
文
化
領
域
に
お
い
て
は
、
南
島
地
域
の
言
語
お
よ
び
文
学
に
強
い

関
心
を
有
す
る
人
物
。
ま
た
は
、
日
本
の
古
典
文
学
や
近
現
代
文
学
、
国
語

教
育
学
に
強
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。

２
．
民
俗
文
化
領
域
に
お
い
て
は
、
南
島
地
域
の
民
俗
文
化
に
強
い
関
心
を

有
す
る
人
物
。
ま
た
は
、
南
島
地
域
の
周
辺
地
域
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
地
域
の
民
俗
文
化
に
強
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。

３
．
先
史
・
歴
史
文
化
領
域
に
お
い
て
は
、
南
島
地
域
の
先
史
文
化
あ
る
い
は

歴
史
文
化
に
強
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。
ま
た
は
、
南
島
地
域
の
周
辺
地
域

で
あ
る
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
史
に
強
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。

４
．
社
会
文
化
領
域
に
お
い
て
は
、
南
島
地
域
の
社
会
関
係
の
特
質
、
南
島

社
会
に
お
け
る
文
化
問
題
に
強
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。
ま
た
は
、
南
島
社

会
の
抱
え
る
現
代
的
な
問
題
に
深
い
関
心
を
有
す
る
人
物
。

こ
れ
ま
で
の
入
学
者
数
は
、
2
4
4
名
で
あ
る
。
毎
年
２
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
、

３
～
５
人
の
学
部
生
、
一
般
社
会

人
の
参
加
が
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー

本
研
究
科
本
専
攻
で
は
以
下
の
よ
う
な
教
育
課
程
を
編
成
し
ま
す
。

１
．
南
島
文
化
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
を
系
統
的
に
深
め
て
そ
の
課
題

を
見
出
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
指
導
教
員
と
対
話
的
な
指
導
を
行
う
特
殊

研
究
科
目
の
提
供
。

２
．
南
島
文
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
分
野
の
一
流
の
講
師
陣
が
専
門
的
な
知

識
に
よ
っ
て
対
話
的
な
指
導
を
行
う
特
論
科
目
の
提
供
。

３
．
自
ら
の
課
題
を
公
の
場
で
発
表
し
、
多
く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
術
的
な
精
度
を
高
め
る
と
同
時
に
、
修
士
論
文
執
筆
に
向
け
た
意
欲
を
高

め
る
中
間
発
表
会
の
開
催
。

言
語
文
化
、
民
俗
文
化
、
先
史
歴
史
文
化
、

社
会
文
化
の
4
つ
の
領
域
に
お
い
て
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
体
系
化
し
、
修
士
論
文
指
導
の

「
特
殊
研
究
」
と
、
各
研
究
領
域
関
連
科
目

の
「
特
論
」
を
開
設
し
、
教
育
内
容
の
充
実
化

を
図
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
履
修
方
法
に

つ
い
て
は
、
院
生
各
自
が
計
画
性
を
も
っ
て

研
究
課
題
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
対
話
的
な

（
少
人
数
）
教
育
、
指
導
に
力
を
注
い
で
い

る
。
　
具
体
的
に
は
初
年
度
末
に
「
修
士
論

文
の
概
要
」
を
提
出
さ
せ
、
各
自
の
研
究

テ
ー
マ
の
進
捗
度
を
確
認
、
評
価
す
る
。
ま

た
、
２
年
次
前
期
末
の
「
中
間
発
表
会
」
、
修

了
時
の
「
修
士
論
文
発
表
会
」
に
よ
り
各
自

の
研
究
成
果
を
発
表
、
評
価
す
る
。

ま
た
、
周
辺
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
も
多
様

な
観
点
か
ら
見
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
、
自

領
域
以
外
の
領
域
か
ら
も
履
修
す
る
よ
う
義

務
づ
け
て
お
り
、
指
導
教
員
が
研
究
テ
ー
マ

に
応
じ
て
適
宜
指
導
し
て
い
る
。

特
殊
研
究
や
少
人
数
制
の
特
論
科
目
に
お

い
て
対
話
的
な
指
導
を
行
い
、
研
究
課
題
の

解
決
に
む
け
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
適
宜
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
修
士
論
文
口
頭
試
問
や
修

士
論
文
発
表
会
で
の
質
疑
応
答
、
紀
要
等

へ
の
投
稿
と
査
読
な
ど
に
よ
っ
て
研
究
課
題

に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
院
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
講
義
の
改
善
点
等
に
つ
い
て
集
計
結

果
や
記
述
内
容
等
を
検
討
し
、
専
攻
の
取
り

組
み
を
掲
示
等
で
公
表
し
て
い
る
。

研
究
発
表
会
や
企
画
な
ど
、
学
内
外
の
研

究
者
や
地
域
の
一
般
参
加
者
と
研
究
課
題

を
共
有
す
る
機
会
を
増
や
し
、
多
様
化
す

る
。

地
域
社
会
が
要
望
す
る
専
門
科

目
の
配
置
や
、
学
び
や
す
い
時

間
割
で
環
境
を
つ
く
り
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー

本
研
究
科
本
専
攻
に
お
け
る
所
定
の
教
育
課
程
を
終
え
、
＜
修
士
＞
を
授
与

さ
れ
る
大
学
院
生
は
、
以
下
の
よ
う
な
人
物
で
す
。

１
．
南
島
文
化
ま
た
は
周
辺
地
域
の
文
化
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
多
様
な
観
点
か
ら
見
る
力
を
培
っ
た
人
物
。

２
．
南
島
文
化
に
お
い
て
研
究
す
べ
き
課
題
を
自
ら
発
見
し
、
主
体
性
と
協
調

性
を
も
っ
て
解
決
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
人
物
。

３
．
南
島
文
化
の
価
値
を
周
辺
地
域
ま
た
は
世
界
へ
と
広
め
る
こ
と
を
社
会
的

な
責
任
と
し
て
自
覚
し
、
国
際
的
な
立
場
か
ら
発
信
し
よ
う
と
す
る
人
物
。

４
．
南
島
文
化
お
よ
び
周
辺
地
域
に
生
き
る
地
域
住
民
に
共
感
し
、
南
島
地
域

お
よ
び
周
辺
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
物
。

上
記
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
お
よ
び
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
人
物
と

し
て
、
1
7
3
名
の
修
了
生
を
送
り
出
し
て
い

る
。

本
研
究
科
の
修
了
生
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

め
る
よ
う
、
過
去
の
修
了
生
の
進
路
や
経

験
、
情
報
な
ど
を
調
査
、
整
理
し
、
社
会
と
の

接
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
な
機
会
や
手

段
を
提
供
す
る
。

高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
人
材
と

し
て
、
地
域
の
自
治
体
や
機
関
等
に

お
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
が
出

て
い
る
。

地
域
文
化
研
究
科
　
南
島
文
化
専
攻 ３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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教
育
改
革
の
事
例

こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー

本
専
攻
の
教
育
目
標
を
理
解
し
、
幅
広
い
視
野
と
柔
軟
な
思

考
を
備
え
た
受
験
者
を
広
く
国
内
外
か
ら
求
め
ま
す
。

１
．
言
語
文
化
・
言
語
教
育
に
関
し
て
強
い
学
習
意
欲
を
持
つ

人
物

２
．
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
専
門
性
の
獲
得
を
目
指

す
人
物

３
．
教
育
機
関
に
お
け
る
実
践
的
・
学
術
的
指
導
者
を
目
指
す

人
物

１
．
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ

い
た
入
学
者
の
選
抜
を
行
う
。

２
．
日
本
に
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

日
本
国
以
外
の
国
に
居
住
す
る
者
に

対
し
て
、
渡
日
前
入
学
制
度
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
色
豊
か
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
で
き
る
専

門
性
を
備
え
た
人
材
確
保
が
で
き
る
。

１
．
現
在
ま
で
の
英
米
言
語
文
化
専
攻
入
学

者
数
は
、
「
4
9
名
」
（
外
国
留
学
生
3
名
を
含

む
）
と
な
っ
て
お
り
、
修
了
生
に
お
い
て
は
「
2
9

名
」
で
あ
る
。

１
．
毎
年
、
7
月
の
第
1
回
目
に
行
わ
れ
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
内
外

の
受
験
者
に
向
け
て
、
ま
た
、
1
2
月
に
は
、

在
校
生
の
た
め
の
大
学
院
の
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

１
．
国
内
外
に
幅
広
く
周
知
す
る
た
め
に
、

H
P
で
の
広
報
を
検
討
中
で
あ
る
。
言
語
に

お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

１
．
7
月
の
第
1
回
目
に
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
学
内
外
の
受
験
者
に

向
け
説
明
会
を
開
い
て
い
る
。
ま
た
1
2
月
に

は
、
在
校
生
の
た
め
の
大
学
院
の
説
明
会
を

行
い
、
さ
ら
に
、
３
、
４
年
次
ゼ
ミ
に
お
い
て
も
大

学
院
の
内
容
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー

本
専
攻
で
は
、
知
識
・
経
験
・
技
術
を
兼
ね
備
え
た
人
材
育
成

を
遂
行
す
る
た
め
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
い
た
教
育
課
程
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

１
．
研
究
分
野
を
英
米
文
学
、
英
語
教
育
学
お
よ
び
日
本
語
教

育
学
に
専
門
化
す
る
と
同
時
に
、
他
領
域
横
断
的
な
履
修
を

可
能
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

２
．
学
際
的
な
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
専
攻
内
共
通
科
目
と

し
て
、
特
定
地
域
の
文
化
、
多
民
族
文
化
、
リ
テ
ラ
シ
ー
お
よ
び

メ
デ
ィ
ア
教
育
に
関
す
る
講
義
の
提
供

３
．
学
問
的
交
流
を
深
め
る
た
め
、
国
内
外
の
大
学
・
研
究
所

の
研
究
者
に
よ
る
夏
期
集
中
講
義
の
提
供

４
．
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
た
め
、
英
語
に
よ
る

授
業
の
提
供

５
．
英
語
教
員
向
け
の
専
修
免
許
状
に
必
要
な
教
育
科
目
群

の
提
供

６
．
社
会
人
の
た
め
に
便
宜
を
図
り
、
講
義
を
夕
方
か
ら
夜
間

に
か
け
て
開
講

１
．
各
講
義
に
お
い
て
の
シ
ラ
バ
ス
や

講
義
資
料
を
明
確
に
し
、
到
達
目
標
を

詳
し
く
説
明
す
る
。

２
．
ポ
リ
シ
ー
の
効
果
を
高
め
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
教
育
内
容
、

教
育
方
法
の
検
討
を
行
う
。

１
．
英
米
言
語
文
化
専
攻
は
、
地
域
文
化
研

究
科
の
一
専
攻
と
し
て
設
置
さ
れ
、
本
専
攻

は
、
英
米
文
学
領
域
と
言
語
教
育
学
領
域
の

二
つ
の
領
域
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

２
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
経
て
、
2
0
1
3
年
度

よ
り
言
語
教
育
学
領
域
が
拡
大
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
英
語
教
育
関
係
者
の
養
成
と
有
職

者
の
再
教
育
を
目
標
と
す
る
「
英
語
教
育
学
」

と
国
内
外
の
お
け
る
日
本
語
教
育
者
の
養
成

を
目
指
す
「
日
本
語
教
育
学
」
と
い
う
２
つ
の

系
列
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の
領
域
も
地
域
に

根
差
し
、
か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
学
術
教
育
研
究
を
推
進
し
て

い
る
。

１
．
特
殊
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
及
び
特
論
を
中
心
に

院
生
は
、
自
ら
選
択
し
た
研
究
領
域
に
沿
っ

て
、
領
域
内
の
科
目
を
履
修
す
る
が
、
さ
ら

に
総
合
的
な
学
習
を
図
る
目
的
か
ら
他
領

域
・
他
研
究
科
か
ら
履
修
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
専
門
分
野
に
お
け
る
知

識
や
経
験
に
加
え
て
、
他
分
野
の
知
識
や

経
験
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
応
用
力

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備
え
た
人
材
の
育
成
を
目

指
す
た
め
で
あ
る
。

２
．
毎
年
3
月
（
台
湾
）
と
9
月
（
タ
イ
）
の
3
週

間
、
日
本
語
教
育
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
の
あ
る
周
辺
地
域
等
の
日
本
語

学
校
や
公
立
高
校
に
お
い
て
、
日
本
及
び

沖
縄
文
化
の
紹
介
を
す
る
な
ど
し
て
、
海
外

に
お
い
て
の
社
会
貢
献
活
動
も
体
験
し
て

い
る
。

１
．
修
士
論
文
指
導
を
強
化
・
充
実
さ
せ
る

た
め
、
2
0
1
7
年
度
よ
り
、
「
特
殊
研
究
Ｉ、
ＩＩ
」

の
選
択
肢
を
増
や
し
、
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
８
コ
マ
か
ら
１
２
コ
マ
ま
で
変
更
す
る
予
定

で
あ
る
。

２
．
院
生
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
2
0
1
7
年
度

よ
り
特
殊
研
究
の
科
目
名
を
変
更
す
る
予

定
で
あ
る
。

１
．
修
士
論
文
指
導
を
強
化
・
充
実
さ
せ
る
た

め
、
2
0
1
7
年
度
よ
り
、
「
特
殊
研
究
Ｉ、
ＩＩ
」
の
選

択
肢
を
増
や
し
、
現
行
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
８
コ
マ

か
ら
１
２
コ
マ
ま
で
変
更
し
た
。

２
．
院
生
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
2
0
1
7
年
度
よ
り
特

殊
研
究
の
科
目
名
を
「
英
米
文
学
特
殊
研
究

Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ａ
」
、
「
英
米
文
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ｂ
・
Ⅱ

Ｂ
」
、
「
言
語
教
育
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ａ
・
Ⅱ
Ａ
」
、

「
言
語
教
育
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ｂ
・
Ⅱ
Ｂ
」
、
「
言
語

教
育
学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ｃ
・
Ⅱ
Ｃ
」
、
「
言
語
教
育

学
特
殊
研
究
Ⅰ
Ｄ
・
Ⅱ
Ｄ
」
と
し
、
選
択
肢
を
増

や
し
た
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー

所
定
の
単
位
を
修
得
し
、
修
士
論
文
あ
る
い
は
特
定
課
題
研

究
の
審
査
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
以
下
の
資
質
を
有
す
る
も

の
と
判
断
し
、
＜
修
士
（
文
学
又
は
言
語
教
育
学
）
＞
の
学
位

を
与
え
ま
す
。

１
．
実
社
会
で
通
用
す
る
高
度
な
英
語
力
お
よ
び
日
本
語
力
を

有
し
、
自
ら
の
考
え
を
発
信
す
る
能
力

２
．
異
文
化
理
解
に
基
づ
く
多
文
化
共
生
を
可
能
と
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
能
力

３
．
他
領
域
を
横
断
し
た
知
識
を
備
え
、
自
ら
の
専
門
分
野
で

修
得
し
た
学
問
や
技
術
を
社
会
に
還
元
で
き
る
応
用
力

１
．
大
学
の
非
常
勤
講
師
、
県
内
の
英
語
及

び
日
本
語
教
師
、
海
外
へ
の
進
学
（
博
士
課

程
）
な
ど
、
専
門
分
野
で
修
得
し
た
学
問
や
技

術
を
活
か
し
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
。

１
．
現
状
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
改
善
に
繋

げ
る
た
め
に
、
今
後
取
り
組
む
事
柄
を
検
し
て

い
く
。

地
域
文
化
研
究
科
　
英
米
言
語
文
化
専
攻

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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教
育
改
革
の
事
例

こ
れ
ま
で
の
実
績

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
柄

今
後
予
定
し
て
い
る
事
柄

進
捗
状
況

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー

人
間
福
祉
専
攻
社
会
福
祉
学
領
域
に
お
い
て
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
す
人
物
を
本
課
程
の
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
。

１
．
社
会
福
祉
学
に
関
す
る
一
定
以
上
の
知
識
と
語
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
た
人
物
。

２
．
在
職
す
る
行
政
機
関
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療

機
関
等
の
長
か
ら
推
薦
が
あ
る
人
物
で
、
一
定
以
上
の
社
会
福
祉
学
に

関
す
る
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
物
。

３
．
学
校
、
教
育
委
員
会
等
の
代
表
者
の
推
薦
が
あ
る
人
物
で
、
一
定
以

上
の
社
会
福
祉
学
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
物
。

現
職
の
福
祉
従
事
者
が
研
究
を
続
け
て
い

け
る
工
夫
や
配
慮
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

学
部
学
生
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、
学

部
学
生
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

学
部
学
生
を
対
象
に
大
学
院
の
学
び
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

る
。

職
能
団
体
と
も
連
携
し
、
社
会
人
が
よ
り
安

心
し
て
大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
。

1
．
学
部
学
生
に
大
学
院
進
学
を
呼

び
か
け
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
4
年

次
を
対
象
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
た
。

2
．
7
月
に
実
施
さ
れ
た
修
士
論
文
中

間
発
表
会
に
お
い
て
院
進
学
を
検
討

し
て
い
る
卒
業
生
が
複
数
参
加
し
て

い
た
の
で
、
個
別
に
質
問
に
答
え

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
．
職
能

団
体
と
の
連
携
お
よ
び
社
会
人
が
大

学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー

人
間
福
祉
専
攻
社
会
福
祉
学
領
域
に
お
い
て
は
、
以
下
の
方
針
に
基
づ

い
た
教
育
を
行
い
ま
す
。

１
．
学
生
各
自
の
目
指
す
専
門
領
域
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
、
将
来
個
人

や
社
会
の
福
祉
問
題
に
関
す
る
適
切
な
研
究
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

し
ま
す
。

２
．
各
教
員
の
専
門
領
域
と
関
連
さ
せ
、
個
別
的
な
指
導
体
制
を
も
っ
て

各
学
生
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
体
制
を
と
り
ま
す
。

３
．
指
導
に
お
い
て
は
、
理
論
と
実
践
を
関
連
さ
せ
る
た
め
に
、
現
場
と
の

連
携
を
重
視
し
た
指
導
を
行
い
ま
す
。

４
．
長
寿
・
高
齢
者
領
域
及
び
医
療
・
保
健
に
関
連
す
る
領
域
を
重
視
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

国
内
の
学
会
へ
の
出
席
に
加

え
、
国
際
会
議
に
引
率
し
て
い

る
。
異
な
る
意
見
や
価
値
を
学

び
、
国
際
的
視
野
を
も
っ
た
人

材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

集
中
講
義
に
は
県
外
お
よ
び
国
外
か
ら
積

極
的
に
講
師
を
招
聘
し
、
新
た
な
見
識
を
提

供
し
て
き
た
。
ま
た
。
長
寿
研
究
な
ど
沖
縄
な

ら
で
は
の
研
究
領
域
に
も
力
を
い
れ
て
き

た
。

社
会
福
祉
学
研
究
の
目
的
お
よ
び
方
法
、
ま

た
、
研
究
と
実
践
を
つ
な
ぐ
講
義
を
展
開
し
て

い
る
。

１
．
国
内
お
よ
び
国
外
の
学
会
に
教

員
と
共
に
出
席
し
研
究
成
果
を
学
ぶ

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

2
．
院
生
に
は
、
県
内
学
会
の
運
営
、

社
会
福
祉
学
会
九
州
部
会
な
ど
大
き

な
学
会
の
実
行
委
員
に
参
加
し
て
も

ら
い
学
会
を
支
え
る
仕
事
に
つ
い
て

も
経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー

人
間
福
祉
専
攻
社
会
福
祉
学
領
域
に
お
い
て
は
、
以
下
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
た
人
物
に
「
社
会
福
祉
学
修
士
」
の
学
位
を
授
与
し
ま
す
。

１
．
社
会
福
祉
学
領
域
が
指
定
す
る
必
要
な
科
目
を
履
修
及
び
単
位
を
取

得
し
、
必
要
な
見
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
人
物
。

２
．
自
ら
の
専
門
領
域
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
見
識
と
研
究
方
法
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
た
人
物
。

３
．
自
ら
の
専
門
領
域
に
お
け
る
研
究
課
題
に
つ
い
て
、
一
定
以
上
の
条

件
を
満
た
し
た
研
究
活
動
に
よ
っ
て
修
士
論
文
を
ま
と
め
、
最
終
試
験
に

合
格
し
た
人
物
。

大
学
院
行
事
と
し
て
行
う
報
告

会
と
は
別
に
、
領
域
独
自
の
報

告
会
を
実
施
し
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
修
士
論
文
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
修
士
論
文
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

１
．
研
究
成
果
を
県
内
外
の
学
会
で

発
表
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

地
域
文
化
研
究
科
　
人
間
福
祉
専
攻
　
社
会
福
祉
学
領
域

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー

進
捗
状
況
報
告
書
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こ
れ

ま
で

の
実

績
現

在
取

り
組

ん
で

い
る

事
柄

今
後

予
定

し
て

い
る

事
柄

進
捗

状
況

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー

本
領

域
の

教
育

目
標

を
理

解
し

、
人

間
の

こ
こ

ろ
に

関
心

を
持

ち
、

幅
広

い
視

野
と

柔
軟

な
思

考
を

備
え

、
高

度
な

専
門

職
を

め
ざ

す
、

以
下

の
よ

う
な

人
物

を
も

と
め

ま
す

。
１

. 
臨

床
心

理
士

を
め

ざ
す

人
物

２
. 
心

理
学

の
基

礎
的

知
識

と
対

人
関

係
能

力
を

、
一

定
以

上
身

に
つ

け
て

い
る

人
物

３
. 
心

理
学

の
実

証
的

研
究

手
法

を
通

し
て

、
心

理
学

的
現

象
を

論
理

的
に

考
え

説
明

で
き

る
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

人
物

４
. 
心

理
学

的
視

座
か

ら
現

代
社

会
に

お
け

る
諸

問
題

に
つ

い
て

関
心

を
持

ち
、

人
と

の
つ

な
が

り
の

中
で

実
践

的
に

問
題

を
解

決
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
人

物

平
成

2
8
年

度
ま

で
に

8
1
名

が
入

学
し

て
い

る
。

公
認

心
理

師
を

め
ざ

す
人

物
、

を
加

え
る

。
1
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

1
項

に
「
公

認
心

理
師

を
目

指
す

人
物

」
を

加
え

る
。

2
．

年
3
回

の
大

学
院

説
明

会
に

お
け

る
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
の

周
知

と
，

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・
ポ

リ
シ

ー
に

適
合

す
る

院
生

を
選

考
す

る
た

め
の

入
試

面
接

に
お

け
る

統
一

基
準

の
設

定
を

継
続

し
て

い
る

。
3
．

平
成

2
9
年

度
ま

で
に

8
6
名

が
入

学
し

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー

本
領

域
の

教
育

目
標

お
よ

び
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

実
現

す
る

た
め

に
、

以
下

の
方

針
に

基
づ

い
て

正
課

教
育

を
編

成
し

、
正

課
外

教
育

を
展

開
し

ま
す

。
１

. 
臨

床
心

理
査

定
の

技
能

を
高

め
る

た
め

の
講

義
・
実

習
を

提
供

す
る

２
. 
臨

床
面

接
の

技
能

を
高

め
る

た
め

の
講

義
・
実

習
を

提
供

す
る

３
. 
臨

床
心

理
学

的
地

域
援

助
の

実
践

力
を

高
め

る
た

め
の

講
義

・
実

習
を

提
供

す
る

４
. 
臨

床
心

理
学

的
研

究
・
調

査
を

可
能

に
す

る
た

め
の

科
目

群
を

提
供

す
る

１
．

臨
床

心
理

士
の

資
格

取
得

に
必

要
な

科
目

と
し

て
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(１

)臨
床

心
理

査
定

技
能

を
高

め
る

た
め

の
科

目
、

３
科

目
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(２
)面

接
技

能
を

高
め

る
た

め
の

科
目

　
７

科
目

、
(3

)地
域

援
助

の
実

践
力

を
高

め
る

科
目

　
９

科
目

(4
)研

究
調

査
を

可
能

に
す

る
た

め
の

科
目

１
０

科
目

　
を

提
供

し
て

き
た

。
２

．
臨

床
心

理
学

的
援

助
技

術
を

高
め

る
た

め
に

学
内

に
心

理
相

談
室

を
設

置
し

、
地

域
住

民
に

対
す

る
臨

床
神

学
的

援
助

を
行

っ
て

き
た

。
利

用
者

は
毎

年
2
5
0
名

以
上

で
あ

る
３

．
心

理
相

談
室

主
催

の
宿

泊
研

修
会

を
毎

年
行

い
、

修
了

生
を

交
え

て
の

事
例

検
討

会
を

実
施

し
て

き
た

。

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

の
で

、
今

後
そ

の
取

得
が

可
能

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

変
更

し
て

い
く
。

1
．

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

い
る

。
2
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。

デ
ィ

プ
ロ

マ
・
ポ

リ
シ

ー

本
領

域
は

、
領

域
所

定
の

教
育

課
程

を
終

え
、

本
領

域
の

教
育

目
標

を
達

成
し

た
学

生
を

、
以

下
の

資
質

を
有

す
る

人
物

と
認

め
、

修
士

（
臨

床
心

理
学

）
の

学
位

を
授

与
し

ま
す

。
１

. 
臨

床
心

理
学

お
よ

び
心

理
学

の
各

領
域

に
関

し
て

、
一

定
以

上
の

見
識

を
有

し
て

い
る

２
. 
自

ら
の

専
門

領
域

に
つ

い
て

一
定

以
上

の
専

門
的

な
見

識
と

研
究

方
法

を
有

し
て

い
る

３
. 
自

ら
の

専
門

領
域

に
お

け
る

課
題

に
つ

い
て

、
実

証
的

な
研

究
活

動
に

よ
っ

て
一

定
レ

ベ
ル

以
上

の
修

士
論

文
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

４
. 
実

習
に

お
い

て
、

一
定

以
上

の
臨

床
心

理
学

的
知

識
・
技

術
・
技

能
を

身
に

つ
け

て
い

る

平
成

1
7
年

～
平

成
2
7
年

度
ま

で
に

５
９

名
が

修
士

号
を

取
得

し
て

い
る

。
ま

た
平

成
２

7
年

度
ま

で
に

修
了

生
の

う
ち

４
６

名
が

臨
床

心
理

士
を

取
得

し
て

い
る

。

1
．

国
家

資
格

と
し

て
の

公
認

心
理

師
が

成
立

し
た

た
め

、
そ

の
取

得
が

可
能

な
新

し
い

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
変

更
す

る
作

業
を

進
め

て
い

る
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
変

更
内

容
に

あ
わ

せ
て

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

す
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。
2
．

こ
れ

ま
で

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

履
修

し
て

き
た

修
了

生
と

在
学

院
生

に
対

し
て

は
、

公
認

心
理

師
に

関
す

る
情

報
の

周
知

に
努

め
、

移
行

期
間

の
内

に
資

格
取

得
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
て

い
る

。
3
．

平
成

2
8
年

度
ま

で
に

7
6
名

が
修

士
号

を
取

得
し

、
修

了
生

の
う

ち
4
9
名

が
臨

床
心

理
士

を
取

得
し

て
い

る
。

地
域

文
化

研
究

科
　

人
間

福
祉

専
攻

　
臨

床
心

理
学

領
域

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー

進
捗

状
況

報
告

書
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Ⅱ．図書館の現状と課題 

   図書館の教育機能と地域貢献活動 

 

本学においては、平成１９年度に自己点検評価において、「本学の図書館の現状と課題」として、

本学図書館についての点検評価をおこなっている。本年は、１０年の時の経過とともにあらため

て現在の教育機関の施設としてA－1 図書館の教育機能の充実－学びの「場」としての図書館、 

A－2 地域貢献活動の充実―地域に開かれた図書館を課題として自己評価をおこない、それぞれの

課題について多角的な評価をおこなった。以下では、各課題に基づきおこなわれた評価およびそ

れによって明らかになった改善・向上方策を示す。 
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基準 A．図書館の教育機能と地域貢献活動        

A-1 教育機能の充実―学びの「場」としての図書館      

A-1-①開館時間と開館日数 

A-1-②利用者数と貸出総数 

A-1-③蔵書数 

A-1-④ガイダンス 

A-1-⑤ラーニングコモンズ 

A-1-⑥教育用資料の充実 

 

 

A-1-①開館時間と開館日数 

学生から講義開始前の学習時間の確保等の要望を受け、平成 24(2012)年 11 月７日よ

り、平日の開館時間の変更を行った。開館時間を講義開始と同時刻だった９：00から、

１時間早めて８：00 とし、１日の利用時間は、14 時間から 15時間となった。 

 月曜日～金曜日 土曜日 日曜日 

変更前 9：00～23：00 9：00～22：00 10：00～18：00 

変更後（2012 年 11 月） 8：00～23：00 9：00～22：00 10：00～18：00 

 

 また、開館日数は、以下の通りである。メンテナンスのための月に１度の休館日、祝

日、学年暦による休業に伴う閉館日以外は土曜日・日曜日も開館しているため、開館日

数は安定しており、若干見られる変動は、メンテナンスや台風接近に伴う臨時休館等に

よるものである。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

日数 308 308 311 311 308 

 

A-1-②利用者数と貸出総数 

入館者数、貸出冊数、貸出人数ともに、過去５年間の状況をみると、減少傾向にある。

これまで学生は、図書を探し、学習し、情報を得る手段として図書館を利用し、図書・

雑誌データベース・PC コーナーなどを活用してきた。図書ひとつをとっても、図書館

に所蔵があるかどうかは、以前は図書館に来ないと調べられなかった。ところが、イン

ターネットの普及により、自宅からでも検索機能（OPAC）へアクセスできるようになり、

本学所蔵のみならず他大学その他公共図書館の所蔵まで横断的にわかるようになった。

また、スマートフォン等の携帯端末から、より気軽に情報にアクセスできる環境が整っ

た。これらのことから図書・雑誌の利用が減り、図書館の入館者数及び図書の貸出冊数

が減少していると推測される。文献資料を閲覧する場、学習の場、情報提供の場として
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の図書館を、今後どのように運営していくかについて、利用者の動向を見極めつつ検討

を進めていくことが求められる。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

入館者総数 298,054 277,861 287,571 266,897 244,612 

1 日平均 968 902 925 858 794 

 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

貸出冊数 69,266 58,217 56,980 54,365 52,573 

1 日平均 225 189 183 175 171 

 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

貸出人数 32,684 20,346 13,185 22,098 20,596 

1 日平均 106 66 42 71 67 

 

A-1-③蔵書数 

蔵書数は、全国の私立大学の平均値（文部科学省実施「学術情報基盤実態調査結果報

告」）を、平成 28(2016)年度は 18万 3,755 冊上回って推移している。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

和書（冊） 404,227 410,954 417,012 425,212 429,461 

洋書（冊） 92,142 93,410 94,366 95,160 96,397 

合計（冊） 496,369 504,364 511,378 520,372 525,858 

 

年間の図書受入（増加）冊数は、以下の通りである。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

和書（冊） 11,729 8,816 9,313 8,982 8,788 

洋書（冊） 1,335 1,292 923 807 1,459 

合計（冊） 13,064 10,108 10,236 9,789 10,247 

 

学術雑誌所蔵数は、以下の通りである。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

和雑誌（種） 1,803 1,804 1,820 1,854 1,853 

洋雑誌（種） 458 458 433 445 445 

合計（種） 2,261 2,262 2,253 2,299 2,298 
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A-1-④ガイダンス 

利用指導等に関するガイダンスとしては、１年次対象の「新入生オリエンテーション」、

２年次対象の「２年次ガイダンス」、３年次４年次を主な対象とした「ステップアップ

ガイダンス」（論文検索、就活に役立つ図書館）、全学年対象の「レポートライティング

サポート」（文献検索、レポート作成指導）の４種類があげられる。 

「新入生オリエンテーション」は、１年次を対象に講義時間中に図書館の活用法等を

説明するガイダンスであり、担当教員と調整し、各学科の初年次科目の講義時間中に行

うものである。時期は、５月から６月中旬までに実施している。内容としては、図書館

利用の基本（利用時間、貸出冊数、配架場所、受けられるサービス等）と、所蔵検索、

データベース等の利用方法までを説明し、内容の理解度を問う課題を課して提出させ知

識の定着を図っている。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

クラス数 67 66 67 63 68 

受講人数 964 990 972 963 1,021 

※受講人数は、課題の提出者数 

 

「２年次ガイダンス」は、２年次を対象に講義時間中に、担当教員からの申請に基づ

きゼミ単位で受講するガイダンスである。時期は、10 月を原則として実施しており、

要望があればその前後の日程で開催することもある。内容としては、グループ単位での

プレゼンテーションを行うことを念頭に、テーマを選び、図書館で利用できる各種検索

ツールを使用しての情報収集の方法を学び、またそれによって情報リテラシー・出典・

著作権の重要性なども合わせて理解できるものとなっている。教員からの申請制ではあ

るが、多くの２年次が受講しており「新入生オリエンテーション」と同じく課題を課し

て提出させることで、知識の定着を図っている。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

クラス数 14 15 12 10 19 

受講人数 181 174 141 259 275 

※受講人数は、課題の提出者数 

 

「ステップアップガイダンス」は、「論文検索」と「就職活動」に分かれており、

２年次ガイダンスの内容をふまえてレベルアップした、より効率的な検索方法につい

てのガイダンスである。学術的に踏み込んだ内容の「論文検索」と、就職活動を開始

するにあたって、企業を知ることに着目した「就職活動」を主軸にすることで、利用

者の能力と意識に強く働きかけるガイダンスとなっている。申込みは個人での申請制

とし、前期に１回、後期に 1 回期間を設けて開催している。対象は、３・４年次をメ

インとしているが、１・２年次の申請も受付けている。 
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2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

論文 就活 論文 就活 論文 就活 論文 就活 論文 就活 

前期受講者数 26 12   44 19 7 23 22 7 

後期受講者数 37 2 21 38 41 14 19 0 2 3 

※2014 年度前期は、図書館システム入替のため、開催なし。 

 

平成 25(2013)年後期より実施した「レポートライティングサポート」は、「文献検索」

と「レポート作成指導」に分かれており、それぞれに申込むことができる。「文献検索」

では申請者が実際に調べたい事柄を一緒に調べることで、より効果的な方法やアドバイ

スをうけられるものである。「レポート作成指導」は、実際に書いてきたレポート・論

文を指導・添削するというものである。学生（申請者）がわからない部分や上手くでき

ない部分を指導するため、学生の気持ちがわかる「先輩」に学ぶというスタイルで、「文

献検索」の講師は司書課程の４年次（司書課程担当教員の推薦による）、「レポート作成

指導」の講師は大学院生としている。「先輩」という身近な「数年後こうなりたい自分」

に指導されるということは、職員や教員が指導することとは違った学びがあり、好評を

博している。前期に１回、後期に１回期間を設けて開催している。      

 
2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

文献 ﾚﾎﾟｰﾄ 文献 ﾚﾎﾟｰﾄ 文献 ﾚﾎﾟｰﾄ 文献 ﾚﾎﾟｰﾄ 文献 ﾚﾎﾟｰﾄ 

前期 

受講者数 
  8 8 39 31 24 16 28 14 

後期 

受講者数 
8 19 27 2 34 18 48 9 44 12 

                         ※2013 年度後期より実施 

 

A-1-⑤ラーニングコモンズ 

平成 26(2014)年６月に図書館４階の学習室３をラーニングコモンズの場として、

全面改装した。以前の「学習室３」は、６人がけのテーブルとイスがあり、座席が

104 席あるだけの静謐な空間であったが、現在では学生が集い、語り合いながら学習

できるアクティブな空間へと生まれ変わった。ラーニングコモンズとして、可動式の

机とイスを配置し、デスクトップパソコンを 19台、ノートパソコンを 10 台、プロジ

ェクター３台、ホワイトボード３台、プリンター１台を揃え、図書館資料、パソコン、

ネットワーク環境を活用し個人の学習はもとより、グループワーク、ディスカッショ

ン等の学習の場としての利用ができるようになった。 

学習室３（ラーニングコモンズ）の利用統計はとっていないが、パソコンの利用者

数からある程度の推測が可能である。パソコンの利用者数（図書館全体および４階）

については、以下の通りである。 
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 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

PC 利用者数 41,797 43,781 47,031 46,404 45,805 

4階PC利用者数  4,318 6,992 7,271 7,847 

  ※PC 利用者数は、4階 PC 利用者を含む 

 

学習室３（ラーニングコモンズ）を利用する際、パソコンを利用しない場合もあるた

め、利用者数としては「４階 PC 利用者」数を上回る。また、４階 PC 利用者数は年々

増加しているため、本館におけるラーニングコモンズの利用は、定着しつつあるとい

うことが言える。 

 

A-1-⑥教育用資料の充実  

 図書館では図書（電子書籍含）、視聴覚、雑誌（電子ジャーナル含）及びデータベー

ス等の資料が利用可能である。 

それら資料の選定方法は幾つかあるが、教員による「図書整備計画書」に基づく選書

が主である。図書整備計画書は年２回提出となっており、５月・６月を「学生の資質教

養向上を目的とした選書」、９月・10月を「学部学科・研究科の学問内容に重点を置い

た選書」としている。 

上記に加え、共通科目及び教職科目に関する選書を共通科目群担当者や教職課程主任

を中心として行っている。教員による選書以外では、学生による選書（学生選書）や購

入希望リクエストがある。学生選書は各学部学科・研究科から推薦された学生・大学院

生それぞれ２人が選書を行う。 

購入希望リクエストは図書館蔵書検索システム内からリクエストを受け付けている。

また、雑誌・データベースに関しては、図書委員会において各学科・研究科の研究内容

に沿った資料の継続購読・新規購入を決定している。 

以上のように図書館ではさまざまな選書方法を通し、教育研究活動の中核として充実

した「場」を提供している。 

 

（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

図書館は、教育及び研究に必要な図書館資料を収集、整理、保管し、利用に供するこ

とを目的としている。図書館の現状としては、十分な開館時間と開館日数を確保し、私

立大学の平均以上の資料を収集保存し、学習・研究環境を提供している。また学生に対

しては、ガイダンス等で図書館や文献検索等の利用・効率・質を高めるための取組みを

行い、図書館の運用に対しても高評価を得ている。 

しかし、入館者数が減少している状況から、新たな切り口での図書館運営を模索する

時期にきているのではないかと思われる。インターネットでは得られない、先人が残し

た「知識」の魅力を伝える方法や、「文献」の持つ「学術的な価値」など、図書館なら

27



ではの取組みを検討する。例えば学内連携について、これまで通常教室で行われている

講義を図書館で行えるよう連携をより進め、図書館に馴染みの薄い学生に図書館を体感

してもらい利用促進に繋げる、図書館司書課程の講義等で選書から本紹介フェアまで行

うなど、学生主体の取り組みも増やすことを検討する。また、ラーニングコモンズを活

用した気軽に参加できるガイダンスや、４階多目的ホールの有効活用など、学生が集う

図書館を目指すべく検討を進める。 
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A－2 地域貢献活動の充実―地域に開かれた図書館    

A-2-①学外利用 

A-2-②米軍ヘリ墜落事件関連資料室の動向 

A-2-③8.13 朗読ライブと図書館 

 A-2-④対外関係事業 

 

A-2-①学外利用 

本館は、「本学の教育及び研究に支障のない限り一般の利用に供すること」ができる。 

学外からの利用は、図書の閲覧等の頻度により、「１日利用」と「利用者カード」（年

度内有効）の申請に分けられる。利用時間は、平日は８：00 開館のところ、学外利用

者については９：00 からの利用開始とし、終日閉館まで利用可能としている。土曜日・

日曜日は、開館時間と同様な利用時間となっている。但し、学生の試験期間等には、利

用に制限を設けることがある。 

 

「学外者１日利用申請書」による申請の場合、申請書と身分証明書の提示で受付し、１ 

日利用のカードを使用して図書館を利用することができる。原則として、図書の閲覧、

複写等の利用に限られる。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

学外者の利用人数 47,914 40,901 45,345 37,054 30,457 

 

年度を通して図書館を利用したい場合は、申請書と身分証明書、照明写真の提出によ

り利用者カードの発行を受けることで、図書の閲覧、複写、AV コーナーの利用ができ

る。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

学外者の登録人数 447 377 409 350 304 

 

学外者の範囲としては、本学卒業生や本学退職者のみならず、県内に在住する 19 歳

以上の者に対しても利用を可能としている。また、本学の夏期・春期休業期間に限り、

申請書と生徒手帳の提示により、高校生の利用も可能としている。 

 本学卒業生 
本学研究所 

研究員・本学退職者 

他大学の学生・ 

専門学校生 

その他 

一般市民 

2013 年度 171 13 29 234 

2014 年度 145 12 27 193 

2015 年度 160 10 40 199 

2016 年度 105 12 24 209 

2017 年度 93 11 21 179 
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また、本学教職員が保証人（１人）となることにより、図書の貸出もできるようにな

っている。 

 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

学外者の貸出 

（冊数） 
339 369 323 243 183 

 

A-2-②米軍ヘリ墜落事件関連資料室の動向 

平成 16(2004)年８月 13日（金）14：15 頃に起こった「米軍ヘリ墜落事件」を風化さ

せないため、平成 18(2006)年に「米軍ヘリ墜落事件関連資料室」（当初の名称は、「米

軍ヘリ墜落事件関係資料コーナー」である）を設け、墜落事件関係資料を収集し展示を

行っている。 

米軍ヘリ墜落事件の資料を収集・展示することについて、平成 18(2006)年 10 月 27

日開催第４回図書委員会において審議・承認しており、その設置趣旨は以下のとおりで

ある。 

1. 関連資料（図書、雑誌論文、雑誌記事、新聞記事など）をできるだけ完全に収集

し、コーナーに行けば閲覧・利用できるよう、便宜を図る。 

2. 写真や図などで展示を工夫し、視覚的効果を図る。 

3. 常設のコーナーとし、資料の散逸及び事故の風化を防ぐとともに、将来にわたっ

て充実・利用を図る。 

4. 新入生の図書館オリエンテーション時に必ずコーナーに案内し、「事件」の説明を

通じて、平和や基地の問題を考える場とする。 

関係資料以外では、沖縄県出身の画家、真喜志勉氏より寄贈された、ヘリ墜落事件

に触発されて制作された壁画２点の展示も行っている。 

  この資料室は、平和学習の場として広く活用されている。誰でも気軽に入室できる

ようにしているため、見学時に申請等は不要である。そのため、入室数の把握はでき

ていないが、講義の際に学生を連れて入室する例や、学外からの来客を案内する例が

見受けられる。また、県外からの修学旅行で沖縄を訪れた際の平和教育の一環として、

学校単位やグループ単位での見学例や、他大学のゼミナールの趣旨（平和・安全保障・

基地の実態把握など）から見学される例もある。 

 

 米軍ヘリ墜落事件関係資料室の関係資料等は、以下の通りである。 

① 墜落ヘリ残骸、撤去作業などの写真 48 点、在日海兵隊基地副司令官 J・フロック准

将ら来学・謝罪の模様写真 16 点 

② 本学の組織的対応をまとめたファイル、声明文、抗議文、要請書など 

③ 墜落現場写真（本学撮影 46 点、宜野湾市提供 32 点） 

④ 墜落ヘリ軌道模型作品（平和学ゼミ提供：現場証言を基に作成） 
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⑤ 旧本館南壁面一部 

⑥ 関連図書、学報、各紙縮刷版（郷土新聞、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、日本経

済新聞） 

⑦ 壁画２点（真喜志勉氏寄贈作品「黒い壁」） 

⑧ 動画（事故直後の内部映像、市民大会状況等） 

 

A-2-③8.13 朗読ライブと図書館 

 本学では、米軍ヘリ墜落（平成 16(2004)年８月 13 日）の翌年から、平和集会を開催

している。この集会の名称は、政情等により若干変更されているものの、趣旨は一貫し

ており、「事件を風化させることなく、平和の尊さを未来へ語りつぐ」ためのものであ

る。近年では２部構成となっており、第１部が墜落現場モニュメント前での趣旨説明、

声明の発表及び学生からの意見発表であり、第２部は基地問題を題材にしたイベントや

ヘリ墜落に関連した映画の上映等である。平成 27(2015)年から平成 29(2017)年までは、

本学日本文化学科在学生による朗読ライブ（「８.13 朗読ライブ『VOICE』2016・2017～

明日へのバトン～」）を行っており、平成 28(2016)年、平成 29(2017)年は図書館４階の

AV ホールにおいて開催した。朗読された内容は、①墜落事故の状況を聞き取ったもの

であること、②本学の学生がこれまで収集してきた戦争関連の調査報告書等であること、

③ヘリ墜落事故を基に作られた資料であること、④図書館に収められている資料である

ことであり、学外にも広く開放され利用されている図書館でこの朗読ライブが開催され

たことの意義は非常に大きい。 

   2016 年度 2017 年度 

入場者数  75 59 

 

 A-2-④対外関係事業 

対外関係事業として、近隣の小学校からの申請、および沖縄県教育委員会が実施する

就業体験事業（高等学校対象）に協力し、児童・生徒の職場・就業体験の受入れを行っ

ている。就業体験は、児童・生徒が働くことに夢と希望を持ち、望ましい勤労観や仕事

のやりがいを学ぶものである。本館では、図書の受入や装備、カウンター業務等の図書

館ならではの業務を通して、対外関係事業への協力を行っている。 

 

  2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

小学生受入数 1 0 5 5 0 

高校生受入数 8 4 8 6 4 

合 計 9 4 13 11 4 
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（3）A－2の改善・向上方策（将来計画） 

本館は、卒業生、他の大学生・専門学校生、その他一般市民からの利用も多くあり、

本学の教育研究に支障のない限りサービスを提供している。先に述べたとおり、平日は

23：00 までの長い開館時間、さらに土曜日・日曜日の開館で、利用者のニーズに応え

ていると推察する。 

本館は 99 名収容の AV ホールや展示スペースも擁してはいるが、「図書館」という静

謐性が求められる環境の重要性を鑑み、内外に公開する講演会や展示の会場としての活

用は控えている。そのような中で、ヘリ関連資料室の自由閲覧と朗読ライブの開催は、

意義深いものといえる。 

ヘリ墜落事件関係資料室については、平成 16(2004)年の事件関係の資料を収集はし

たものの、その後の報道や取材、資料等には未収集のものもある。これには著作権や取

得費用等の問題もあるため取組みが難しいところもあるが、大学自身がとった対応や平

和集会関連資料など、収集できるものもある。今後の運用も含めて、追加すべき資料の

選別等について検討する時期にきているといえる。 

 

［自己評価］ 

本学の図書館の目的は、「教育及び研究に必要な図書館資料を収集、整理、保管して、

本学の職員及び学生の利用に供すること」（「図書館規程」第２条）である。 

その目的の達成に資するため、本館は、和洋の図書・雑誌の蔵書およびデータベース

等の資料を充実させてきた。加えて、利用者の利便性を高めるために、十分な開館時間・

日数を確保するよう努力を重ねてきたところである。 

また、利用者のリテラシー向上のために、内容別またはレベル（学年）別の多様なオ

リエンテーションやガイダンスを設けており、誰もが一定の知識を持ち、図書館の資料

を効率的に利用することができるサービス体制を整えている。 

設備面では、研究個室の設置やラーニングコモンズの新設により、学習環境の向上に

努めている。図書館の設備または運営に対する利用者からの意見にも、真摯に耳を傾け、

誠実な対応により不満等の解消に結び付けてきた。 

さらに、本学の使命・目標にもある地域における研究・生涯学習の拠点となるべく、

学外者にも広く利用を開放している。また、就業体験を受け入れる等図書館としてでき

るだけの地域貢献も行っている。 

以上の諸点に鑑み、自己評価の視点として設定した「図書館の教育機能と地域貢献活

動」については、すべての項目に満足いくものであると結論することができる。 

 

32



むすび 

 

今日、「グローバル化の進展、技術革新、国内における生産年齢人口の急減などに伴い、予見の

困難な時代の中で新たな価値を創造していく力を育てること」が社会的に必要とされるといわれ、

そのために「高大接続改革」として、「高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜を通じて学力の

3 要素を確実に育成・評価する、三者の一体的な改革」がすすんでいる。このような中で、本学

の教育理念を踏まえた、一貫性のある３つのポリシーを明らかにするとともに、これに基づいた

入学者選抜、教育、学位授与を行うことは言うまでもなく重要であるが、この取り組みを評価し、

改善することによって、より有意な大学教育がおこなわれると思料される。平成２９年度に行っ

た自己点検評価においては、この評価・改善の過程を本学内で明確にし、全学的に確認すること

で、有意な大学教育を実質化していくことがすすめられたと考えられる。 

また、このような教育・研究活動を支える基幹施設としての図書館の自己点検評価を行うこと

により、現在の図書館の教育機能・地域貢献活動の充実に関わる現状が認識され、さらにこれら

の機能を充実させる課題についても明らかとなった。 

今日、大学は教育、研究機関としての社会的役割をより高めるため、不断の自己点検・評価を

行うことにより、改善が行われていくことが望まれている。本学においても、理念、目的、教育

目標を実現していくために、今後とも継続的な自己点検・評価を行うとともに、教育研究機関と

しての充実を図っていくものである。 
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